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公益財団法人坂本報效会 ( 理事長　坂本　嘉廣　様 ) から坂本図書館へ　
合計180冊の図書を寄贈していただきました。ありがとうございました。
◆寄贈図書
宮沢賢治コレクション／もっと知りたい日本の美術／もっと知りたい
西洋の美術／伝記を読もう／世界ショートセレクション全集　ほか

宿毛商工会議所青年部からの
災害支援寄附金贈呈式を行いました

　3月 19日（火）、市役所にて宿毛商工会議所青年部からの災害
支援寄附金贈呈式が行われ、高知県商工会議所青年部連合会（会
長　竹﨑　直樹　様）、宿毛商工会議所青年部（会長　田口　 誠　
様）の両名から中平市長に目録が手渡されました。
　本寄附金は、平成 30年 7月豪雨で被災した四国ブロック内の
商工会議所青年部単会へ義援金が集まり、その一部が高知県商工
会議所青年部連合会を通じて宿毛商工会議所青年部に配賦された
もので、配賦額 53万 9,910 円について、全額を宿毛市にご寄附　
いただきました。今回いただきました寄附金は、今後の災害に対
する防災・減災の取り組みに活用します。高知県商工会議所青年部連合会および宿毛商工会議所青年部の
皆さん、本当にありがとうございました。 問 商工観光課　☎  63-1119

寄贈のお礼

～ジブンに、まちに、地球にいいこと、はじめよう！～

宿毛市自転車を活用したまちづくり計画を策定

問 坂本図書館　☎ 63-2654
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 （写真左から）宿毛商工会議所青年部　山陸　三郎　副会長、
高知県商工会議所青年部連合会　竹﨑　直樹　会長、中平市長、
宿毛商工会議所青年部　田口　誠　会長

図書の寄贈（3月22日(金)寄贈）

図書カードの寄贈（3月19日(火)寄贈）

　宿毛市では、自転車の利活用促進を体系的にとりまとめた「宿毛市自転車を活
用したまちづくり計画」を策定しました。自転車に乗ることは健康寿命の延伸や
環境負荷の低減などたくさんのメリットがあります。計画の概要版を市内公共施
設に設置するほか、宿毛市公式ホームページにて公開、地区への回覧を行います
のでぜひご覧ください。

国際ソロプチミスト幡多から坂本図書館に図書カード (3万円分 )を寄贈
していただきました。ありがとうございました。
購入した図書は、1階の新着図書コーナーに展示の後、2階の「国際ソロ
プチミスト幡多文庫」の書架に配架となります。

●シンボルロゴマークが完成しました！
自然に囲まれた宿毛の魅力を存分に味わうために「ぐるっと自転車で生活していこう」というメッセージ
を込めて、ハンドル越しに見える美しい風景をイメージしました。 問 企画課　☎  63-1118



広報すくも 2019.53

宿毛市へのふるさと納税

ジュニアオリンピックカップ入賞

　平成 30年度受付分（平成 31年 3月末現在）として、のべ 22,085 名の方にご寄附をいただきました。

寄附総額  2 億 4,784 万 8,907 円

　平成 30年度は、合計 1億 8,789 万 8千円を様々な事業に活用させていただきました。
　（いただいた寄附金は、その使途ごとに基金に積み立て、必要な事業に取り崩して活用しています。）

　4月 2 日（火）、駒沢オリンピック公園体育館にて行われた平成 31 年度
JOCジュニアオリンピックカップ・ジュニアクイーンズカップレスリング選手
権大会で、すくもレスリングクラブ所属の宮本彩羽さん (大島小学校 2年 )が、
小学１～２年生 24kg 級に出場し、3試合を勝ち抜き、見事 3位入賞を果たし
ました。
　今後のさらなる活躍を期待してます。

 問  企画課　☎ 63-1118

 問  生涯学習課　☎ 66-1467

広報すくも 2019.

平成30年度活用事業
●小学生対象の水生生物調査学習　　●特別養護老人ホームの設備　　●小学生の交流派遣
●大島桜公園の整備　　　　　　　　●すくもまるごと商社プロジェクト　　　　　　　　　など 31事業

たくさんのあたたかいご支援、本当にありがとうございました。
宿毛市発展のため、大切に活用させていただきます。

●松田川の水生生物を調査 ●大島桜公園の遊歩道の草刈り

●岐阜県揖斐群揖斐川町を訪問 ●リビングルームの空調整備
●ナースコールの整備

●すくもまるごと商社プロジェ
クトのPR
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令和元年度　宿毛市当初予算
一般会計総額　146 億 3,474 万 6千円

  

用
語
解
説

【
歳
入
】

地
方
交
付
税

行
政
が
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
標
準
的
な
経

費
を
算
出
し
自
治
体
の
収
入
で
足
り
な
い
部
分

に
つ
い
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。

市　

債
道
路
の
改
良
や
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際
の
、

事
業
費
に
対
す
る
財
源
不
足
を
補
う
借
金
。

【
歳
出
】

民
生
費

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
福
祉
や
人

権
政
策
な
ど
の
た
め
の
費
用
。

衛
生
費

ご
み
処
理
な
ど
の
環
境
整
備
や
検
診
、
予
防
接

種
な
ど
の
た
め
の
費
用
。

扶
助
費

障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
、
生
活
困
窮
者
な
ど

を
援
助
す
る
た
め
の
費
用
。

公
債
費

市
債
を
返
済
し
て
い
く
費
用
。

物
件
費

委
託
料
（
ご
み
の
収
集
業
務
、
シ
ス
テ
ム
の
保

守
業
務
な
ど
）、光
熱
水
費
、電
話
料
、郵
便
料
、

事
務
用
品
や
旅
費
な
ど
の
費
用
。

補
助
費
等

各
種
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
、
一
部
事

務
組
合
（
消
防
、
ご
み
処
理
な
ど
）
へ
の
負
担

金
な
ど
の
費
用
。

普
通
建
設
事
業

道
路
、
公
園
、
住
宅
、
港
湾
な
ど
の
施
設
整
備

の
費
用
。

性質別歳出　年度別比較表

その他の経費災害復旧事業普通建設事業
維持補修費

補助費等物件費公債費扶助費人件費

平成 30年度
113億 8,208万
2千円

令和元年度
146億 3,474万
6千円

19億 7,329万
6千円

23億 2,454万
3千円

12億
3,043万
6千円

13億
485万
8千円

17億 6,582万
5千円

25億 1,969万
3千円

15億 4,520万
3千円

18億 8,634万円

19億 717万
8千円

22億 7,329万
6千円

12億
5,102万
3千円

11億
5,766万
7千円

15億 7,551万
1千円

8,036万 4千円

10億
4,080万
2千円

6,629万円

20億 2,995万
1千円

8,455万 2千円

款　別 予算額 構成比
自
主
財
源

市税 21億 4,732 万円 14.7%
分担金・負担金 6,527 万 9千円 0.5%
使用料・手数料 4億 8,675 万円 3.3%
基金からの繰入金 6億 9,391 万 2千円 4.7%
その他自主財源 3億 8,718 万 2千円 2.6%

依
存
財
源

地方交付税 41億 5千万円 28.4%
国庫支出金 26億 4,108 万 6千円 18.1%
県支出金 15億 3,609 万 9千円 10.5%
市債 19億 4,935 万 3千円 13.3%
その他依存財源 5億 7,776 万 5千円 3.9%

合計 146 億 3,474 万 6千円 100.0%
自主財源 37億 8,044 万 3千円 25.8%
依存財源 108 億 5,430 万 3千円 74.2%

款　別 予算額 構成比
民生費 46億 4,293 万 5千円 31.7%
総務費 22億 8,850 万 1千円 15.6%
公債費 12億 3,043 万 6千円 8.4%
土木費 15億 9,136 万 3千円 10.9%
教育費 8億 1,187 万 3千円 5.6%
衛生費 7億 6,575 万 3千円 5.2%
農林水産業費 8億 9,317 万 1千円 6.1%
商工費 3億 4,616 万 8千円 2.4%
消防費 3億 8,173 万 7千円 2.6%
議会費ほか 1億 3,760 万 6千円 0.9%
災害復旧費 15億 4,520 万 3千円 10.6%
合計 146 億 3,474 万 6千円 100.0%

歳
出
（
目
的
別
）

歳
入

その他
依存財源
（3.9％）

市債
（13.3％）

県支出金
（10.5％）

国庫支出金
（18.1％）地方交付税（28.4％）

その他自主財源（2.6％）
基金からの繰入金（4.7％）
使用料・手数料（3.3％）

分担金・負担金
（0.5％）

市税
（14.7％）

災害復旧費
（10.6％）

議会費ほか
（0.9％）

消防費（2.6％）
商工費（2.4％）
農林水産業費（6.1％）
衛生費（5.2％）
教育費（5.6％）

土木費
（10.9％）

公債費
（8.4％）

総務費
（15.6％）

民生費
（31.7％）

歳
入

歳
出

依存財源自主財源

（千円未満四捨五入）
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一
般
会
計

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
産
業
振
興
・
観
光

振
興
・
防
災
対
策
・
人
口
減
少
対

策
・
子
育
て
支
援
対
策
を
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
政
策
の
5
本
の
柱

と
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
総
額
は
１
４
６
億
３
，

４
７
４
万
６
千
円
と
な
り
、
前
年
度

よ
り
32
億
５
，２
６
６
万
４
千
円
、
約

２
８
．
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業

宿
毛
市
公
共
施
設
等
個
別
計
画
策
定
委

託
事
業　

５
，８
８
５
千
円

個
別
施
設
の
状
態
等
を
的
確
に
把

握
す
る
た
め
、
専
門
技
術
者
に
よ

り
現
地
に
お
け
る
点
検
調
査
を
実

施
し
、
総
合
管
理
計
画
で
定
め

た
方
針
等
を
踏
ま
え
、
施
設
所

管
課
が
全
庁
横
断
的
に
連
携
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
構
築
す
る
も

の
。 

宿
毛
市
振
興
計
画
等
策
定
支
援
業
務

委
託
事
業
（
総
合
戦
略
包
括
型
）

５
，９
８
７
千
円

宿
毛
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、

市
政
運
営
の
基
準
と
な
る
「
宿
毛

市
振
興
計
画
」
と
、
宿
毛
市
の
実

情
に
応
じ
た
５
か
年
の
目
標
や
施

策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な
施

策
を
ま
と
め
た
「
宿
毛
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
一
体
的
に
策
定
す
る
も
の
。 

 宿
毛
市
事
務
系
企
業
立
地
促
進
事
業
補

助
金　
７
，７
０
５
千
円

市
内
に
拠
点
を
設
け
て
事
業
を
行

う
事
務
系
企
業
に
対
し
て
、
市
内

に
お
け
る
円
滑
な
操
業
の
確
保
及

び
継
続
し
た
事
業
活
動
を
営
む
た

め
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
と
と
も
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等

の
雇
用
に
係
る
奨
励
金
を
支
給
す

る
も
の
。

宿
毛
市
庁
舎
建
設
事
業

６
９
７
，６
７
３
千
円

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
2
年
度
に

か
け
て
庁
舎
建
設
に
係
る
基
本
設

計
及
び
実
施
設
計
を
業
務
委
託
す

る
。
ま
た
並
行
し
て
行
う
造
成
工

事
完
了
後
、
速
や
か
に
庁
舎
建
設

工
事
に
着
手
す
る
も
の
。 

宿
毛
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
支
援
業
務
委
託
事
業

３
，０
８
０
千
円

宿
毛
市
の
子
育
て
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
質
の
高
い
幼
児
期
の

学
校
教
育
・
保
育
及
び
地
域
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供

を
図
る
も
の
。

保
育
所
建
設
事
業

２
０
，３
５
２
千
円

現
在
、
浸
水
域
に
位
置
す
る
中
央
・

咸
陽
保
育
園
を
統
合
し
、
新
た
に

西
地
域
の
高
台
へ
保
育
園
を
建
設

す
る
こ
と
に
よ
り
、
園
児
と
職
員

の
安
全
を
確
保
す
る
も
の
。

農
業
公
社
関
連
事
業 

４
９
，６
０
０
千
円

農
業
後
継
者
の
育
成
確
保
は
、
宿

毛
市
の
農
業
施
策
の
中
で
も
ク
リ

ア
す
べ
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
移
住
者
の
誘
致
も
含
め

た
農
業
後
継
者
の
育
成
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
受
入
組

織
の
設
立
と
研
修
場
所
の
整
備
を

行
う
も
の
。

森
林
経
営
管
理
事
業

9
，2
1
1
千
円

森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
き
、
経

営
管
理
が
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い

な
い
森
林
に
つ
い
て
、
市
が
所
有

者
に
代
わ
り
経
営
管
理
を
行
う
な

ど
、
林
業
経
営
の
効
率
化
と
適
切

な
森
林
管
理
を
行
い
、
林
業
の
持

続
的
な
発
展
と
森
林
の
多
面
的
機

能
の
発
揮
に
資
す
る
た
め
の
山
林

の
現
地
調
査
等
を
実
施
す
る
も
の
。

横
瀬
川
ダ
ム
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
施
設
整

備
事
業　
３
，６
３
２
千
円

２
０
２
０
年
完
成
予
定
の
横
瀬
川

ダ
ム
に
つ
い
て
、
巨
大
な
ダ
ム
施

設
を
活
用
し
、
宿
毛
市
全
体
と
し

て
自
立
的
・
自
発
的
な
活
性
化
を

図
る
た
め
、
横
瀬
川
ダ
ム
に
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
施
設
を
整
備
し
、
ダ
ム

を
活
用
し
た
誘
客
促
進
に
取
り
組

む
も
の
。

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に
す
る

た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
設
け

ら
れ
る
会
計
で
す
。

　
宿
毛
市
で
は
、
令
和
元
年
度
は
表

の
と
お
り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
か

ら
後
期
高
齢
者
医
療
ま
で
11
の
特
別

会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
特
別
会
計
予
算
総
額

は
、
65
億
４
，７
１
８
万
７
千
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
全
体
で
１
億
１
，

１
６
１
万
７
千
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

企
業
会
計

　
企
業
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体
の

経
営
す
る
会
社
の
よ
う
な
も
の
で
、

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る

も
の
を
い
い
、
宿
毛
市
で
は
水
道
事

業
会
計
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
水
道
事
業
会
計
予
算
は

7
億
２
，３
０
２
万
9
千
円
で
、前
年

度
よ
り
１
７
．８
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

会計 予算額 前年度比
（増減率）

一 般 会 計 146億 3,474 万 6千円 28.6%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 28億 856 万 2千円 -0.3%

へ き 地 診 療 事 業 5,336 万 5千円 -14.6%

定 期 船 事 業 1億 1,650 万 1千円 -12.4%

特別養護老人ホーム 1億 1,209 万 8千円 -20.3%

学 校 給 食 事 業 2億 1072 万円 3.5%

下 水 道 事 業 5億 2,321 万 9千円 -19.4%

国 民 宿 舎 運 営 事 業 2,832 万円 183.0%

介 護 認 定 審 査 会 379 万 6千円 2.5%

介 護 保 険 事 業 23億 4,799 万 8千円 2.1%

土 地 区 画 整 理 事 業 2,626 万 7千円 -28.0%

後 期 高 齢 者 医 療 3億 1,634 万 1千円 5.2%

特 別 会 計 　 計 65億 4,718 万 7千円 -1.7%

水 道 事 業 会 計 7億 2,302 万 9千円 -17.8%
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情報コーナー
information宿毛      　  

 人権擁護委員による
 人権相談所
      　     
弁護士資格のある人権擁護委員
が、人権相談をお受けします。特
に、法律関係についてお困り、お
悩みの方は、ぜひご利用ください。
日  時 5 月 23日（木）
 13 時～ 15時
場  所

高知地方法務局四万十支局
（四万十市右山五月町 3番 12号）
相談料  無料　 予  約  必要
※相談時間は1人30分以内です。
秘密は厳守します。
問  高知地方法務局四万十支局
　　☎ 0880-34-1600
      　  
 宿毛市クリーンデー

      　     
市民総参加の清掃活動「宿毛市ク
リーンデー」を実施します。
※実施内容等は各地区回覧等でご
確認ください。
実施日 5月 26日（日）（小雨決行）　
※予備日6月9日（日）（小雨決行）
問  環境課　☎ 63-1697
      　  
 今月の1日行政相談所　　

     　     　　
日  時  5 月 28日（火）
 13 時～ 15時
場  所  宿毛文教センター 2階

会議室 3
相談委員
三本　義男・山岡　まゆみ
問  総務課　☎ 63-0948

      　  
 危険老朽空き家除却事業

      　       
宿毛市内で増加する空き家の対策
として、地域の活性化と市民の安
全・安心の向上を図るため、危険
老朽空き家を解体する場合、費用
の一部を補助します。
対  象

宿毛市内にある長期にわたり使用
されていない個人の居住用住宅ま
たは空き建築物で、老朽化が著し
く危険性がある住宅
補助金額

解体などに要する費用の 5分の 4
以内（上限額 160万円）
募集件数 6 件程度
申請書配布場所 都市建設課
申請受付期間

5 月 7日（火）～ 6月 28日（金）
（土・日・祝日を除く）
問 都市建設課
　   ☎ 63-1120
      　  
 自動車税の納付

 【高知県からのお知らせ】
　     　　　　　　　　　　　
平成 31年度自動車税の納税通知
書は、5月 8日（水）に発送予定
です。
納期限  5 月 31日（金）
※身体障害者等の方の減免手続き
期限も 5月 31日（金）まで
納付先

銀行・郵便局・農協などの金融機
関、コンビニエンスストア、口座
振替
※納税通知書が届いていない方は
お問い合わせください。
問  高知県幡多県税事務所
  　 ☎ 0880-35-5972

      　  
 注意！ 貝毒の発生

      　       
宿毛湾で貝毒が発生しています。
毒を持つ貝を食べると食中毒を起
こす危険があることから、宿毛湾
内での二枚貝（ヒオウギガイ、ア
サリなど）の採取・出荷の自粛を
お願いします。
問 産業振興課　☎ 63-1117

      　  
 坂本ダムからのお知らせ

      　       
警報音を認識していただくために
坂本ダムから篠川合流点までの地
域に警報音を出します。
日  時

5 月 9日（木）14時 30分～
5月 16日（木）14時 30分～
5月 23日（木）14時 30分～
5月 30日（木）14時 30分～
※雨天の時は中止します。
※ダムの貯水量または流域の雨量
等の坂本ダムに関する情報は☎ 
62-6521で聞くことができます。
問 幡多土木事務所宿毛事務所
　　☎  63-2141（宿毛事務所）
　　☎  62-6510（坂本ダム）
      　  
宿毛文教センター

 殺虫消毒日
      　       
5 月 20 日（月）は、宿毛文教セ
ンター全館の殺虫消毒を行うた
め、入館することができません。
当日は職員（管理人を含む）が不
在となります。
問  中央公民館　☎ 63-2618

クルーズ客船「にっぽん丸」市民クルーズのお知らせ
入港　9時　出港　17時
クルーズ客船「にっぽん丸」が５月 23日（木）、
宿毛湾港新港岸壁に入港します。
今回は「宿毛市民クルーズ」として宿毛から鹿児
島までのルートに乗船出来る特別クルーズも行わ
れます。宿毛から客船に乗船できる数少ない機会
ですので、多くの方の申込みをお待ちしています。
宿毛市民クルーズの詳細は、宿毛市ホームページ
または地区回覧文書をご覧ください。

©三好  和義

問 企画課　☎ 63-1118
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愛館日の清掃奉仕

      　       
中央公民館でサークル活動を行っ
ている皆さんやボランティアの
方々にご協力いただき、8 時 30
分から 2時間程度、文教センター
清掃奉仕活動を行っています。
実施日

5 月 29日（水）、6月 26日（水）
7月 31日（水）、8月 28日（水）　
9月 25日（水）、10月 30日（水）
問  中央公民館　☎ 63-2618

      　  
 認知症予防教室

      　       
聖ヶ丘病院で認知症予防の講座と
座談会を開催します。5月は「糖
尿病と認知症～糖尿病のリスクと
運動～」で、理学療法士がお話し
ます。
日  時 5 月 31日（金）
 14 時～ 15時
場  所 聖ヶ丘病院　作業療法室
参加費 無料　 申  込  不要
駐車場 有
問 聖ヶ丘病院　地域連携推進室
　　中野・長尾　☎ 63-2146

      　  
 無料人権相談

      　     
日  時

6 月 1日（土）10時～ 15時
場  所

宿毛文教センター 2階　視聴覚室
内  容

人権問題・婚姻・扶養・相続・金
銭貸借・土地建物貸借・登記・戸籍・
交通事故など
相談料  無料　 予  約  必要
※相談時間は1人30分以内です。
秘密は厳守します。
主  催  高知地方法務局四万十支局
問 人権推進課　☎ 62-0225

      　  
  子育て支援 四季折々を体験しよう！

 「お茶会」
      　       
子どもたちに絵本をつかって四季
の行事にかかわるお話をした後、
お茶の先生にお茶のいれ方、いた
だき方を教えてもらいます。
日  時 5 月 18日（土）
 10 時～ 12時
場  所 宿毛まちのえき　林邸
参加費 無料
問 ワールドスマイル
　　☎  090-5910-0989

      　  
 こども食堂　ゆめ

      　       
みんなでおしゃべりしながら一緒
にご飯を食べませんか。おひとり
でもお友達と一緒でも大歓迎で
す。
日  時 5 月 18日（土）
 12 時～ 15時
場  所 宿毛まちのえき　林邸
参加費 高校生以上：300円
 小・中学生：100円
 幼児　無料
メニュー エンドウご飯・たけの
こご飯、きびなごのマリネ、肉じゃ
が、春野菜のサラダ、味噌汁、バ
ナナケーキ、いちご　
※変更する場合があります。
問 こども食堂ゆめ
　　☎ 090-5146-7529

河戸堰からのお知らせ
松田川の河戸堰周辺の河川
敷は、川の水位が上がると
浸水する区域です。また、
大雨時に一定以上の水位に
なると、河戸堰でゲート操
作を行います。ゲート操作
を行うと、河川敷はさらに
浸水しますので、河川敷か
ら避難してください。

問 幡多土木事務所宿毛事務所施設管理課　☎  63-2141（宿毛事務所）　☎  62-0534（河戸堰自動応答）
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思いっきりたのしむ！

イベントマルシェ

8

marche marche marchemarche marche marche

8

宿毛‼ワクワクたいけんひろば

問 手代岡隣保館　☎ 66-0756

日  時 5月11日（土）　
10 時～ 12時　将棋教室

 （参加費 500円／申込制／小・中学生対象）
13 時～ 16時 30 分　バルーンアート

 （自由来館／参加費 無料／申込不要）
日  時 5月26日（日）

10 時～ 16時 30 分  郷土料理体験『すりみ』
 （参加費 500円昼食込／申込制／小・中学
  生対象）
場  所 正和児童館

子どもだけでなく高齢者や障
がい者など誰もが垣根なくす
ごせる居場所づくりを目指し
ています。

‐ひびきあう心とこころ‐

第６回絵手紙交流展

問 西尾美早香　☎ 090-5915-0160

日  時 5月17日（金）～ 19日（日）
　　　  10 時～ 16時
場  所  宿毛まちのえき林邸

問 山里の家　☎ 64-7037

日  時 5月26日（日） 9時～ 14時
※梅狩り体験は 5月 26日（日）9時～ 14時、
5月27日（月）～6月2日（日）11時～14時
場  所 橋上町楠山　楠山公園
内  容 梅の種飛ばし大会、楠山梅まつり写真コンテ

スト展示表彰（予定）、特産品販売（26日のみ）

移住者交流会   ～バーベキュー開催～

日  時 5月18日（土）　11時～ 14時ごろ
※雨天決行
場  所 道の駅「ビオスおおがた」　
参加費 500円（小学生以下無料）
※小学生以下は保護者同伴
申  込  電話・メール

問 はたモジャモジャ交流会
☎ 090-4973-3744（田辺）　
hatamojamoja@gmail.com

梅狩り祭り

今年も梅の実の収穫時期がやって
きます。お好みの大きさ、熟れ具
合を確認してご自分の手で収穫し
てみませんか。26日（日）のみ
地元の特産品も販売します。

温かで優しい世界を感じていただけますように、こ
の１年間サークルの仲間と交流した絵手紙を展示し
ます。

日  時 5月22日（水）～ 23日（木）　
　　　  10 時～ 16時
場  所  沖の島開発総合センター
料  金  無料
主  催  絵手紙　遊会  
後  援  スワンテレビ　宿毛市教育委員会
協  力  日本絵手紙協会

移住者同士や地元の皆さんと
の交流を図るため、定期的に
移住者交流会を開催していま
す。
今回はバーベキューを開催します。自然を満喫しな
がら、美味しいものを囲み、楽しい時間を過ごしま
せんか？
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 問  沖の島観光協会事務局　☎ 69-1001

9 広報すくも 2019.

坂本図書館新刊だより （内容紹介は、㈱図書館流通センターTRC MARCより）

●しゅつどう !しょうぼうたい
鎌田　歩　作・絵

金の星社　 
ポンプ車、はしご車、救助工作車
が大活躍 ! 車両点検や訓練といっ
た消防士の日常を紹介し、火災発
生から鎮火まで、災害の現場をリ
アルに描く。レスキュー隊が使う
道具、「火事の現場」のパノラマ
ページも収録。

●傲慢と善良
辻村　深月　著
朝日新聞出版

進学、就職、恋愛、友情、結婚…。
あらゆる選択を決断してきたのは
本当に「私自身」なのだろうか ? 
忽然と姿を消した婚約者の居場所
を探すため、西澤　架は、彼女の
過去と向き合うことになるが…。
『週刊朝日』連載を単行本化。

 問  坂本図書館　☎ 63-2654

海辺のワイルドレストラン
　獲れたて鮮度抜群の魚介類を豪快に調理し、満天の星空の下で食し、
楽しいひとときを沖の島で過ごしてみませんか。

日  程  5 月 25日（土）～ 26日（日）
 受付 25 日（土）13時 40分　片島港   解散 26日（日）16時
参加費  大人　１万５千円　小学生以下　１万円
※食事代・宿泊費・渡船代等含
内  容  ワイルドレストラン、スターウォッチングクルーズ、島内ウォーキング　など
定  員  25 名（定員に達し次第締め切り）

宝くじ文化公演

絵本ライブショー　しげちゃん一座
　宝くじの社会貢献広報事業として「宝くじ文化公演　絵本ライブショー　
しげちゃん一座」を開催します。ディズニー映画「ファインディング・ニモ」
「ファインディング・ドリー」日本語版のドリーの吹替えなど声の出演も多い、
女優室井　滋さん、絵本作家長谷川　義史さん、サックス岡　淳さん、ピア
ノ大友　剛さんが出演します。

日  時  8 月 17日（土）14時～　 場  所  宿毛市総合社会福祉センター
料  金  一般 1,500 円（当日 2千円）　
 4 歳以上高校生以下 500円（当日 1千円）
※ 3歳以下のお子さんは膝の上でご観賞ください。
※前売で完売の場合、当日券の販売はありません。
販 売  6 月 8日（土）9時～ 12時　

 6 月 10日（月）以降　平日 8時 30分～ 17時
販売場所  生涯学習課（宿毛文教センター内）

 問  生涯学習課　☎ 63-3394
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直七を栽培してみませんか

直七高付加価値化推進事業

 問  総務課　
　　☎ 63-0948

 問  産業振興課　☎ 63-1117

　まとまった面積で直七を栽培できる方を対象に、苗木の配布事業を
実施します。実施にあたり、説明会を開催しますので、新たに栽培し
たい方や規模拡大したい方はご出席ください。
日  時  5 月 24日（金）　15時～
場  所  市役所 3階　第 3会議室

※希望者には、苗木と併せて循環する草木灰肥料「フォレストアッシュ」を無料配布いたします。「フォレ
ストアッシュ」とは高知西南中核工業団地で操業している株式会社グリーン・エネルギー研究所（本社：
高知市）が開発した草木灰肥料です。再生可能な森林資源をエネルギー源とする木質バイオマス発電に
より生じた燃焼灰から作られており、様々な作物に利用することで森林資源の循環が生まれます。ミネ
ラル成分が豊富で、酸性土壌の改善や防虫効果等が期待できます。

下村　美愉
（市民課）

山本　琴乃
（福祉事務所）

半山　真
（税務課）

中平　美咲
（平田保育園）

中田　健太郎
（税務課）

藤岡　詩織
（山田保育園）

上杉　玲楽
（健康推進課）

中山　瑠唯
（土木課）

藤田　尚樹
（幡多西部消防組合）

地震に備えて今すぐしよう

家具類の転倒・落下・移動防止対策
　昨年は、大阪府北部地震・北海道胆振東部地震が発生し、大きな被害をもたら
しました。倒れた家具などによって多くの人が負傷し、亡くなった方もいます。
出入口付近に家具転倒対策を行っていない家具を配置してしまうと、転倒した家
具が扉や窓を塞ぎ、逃げられなくなることがあります。

 問  宿毛消防署　☎63-3111（代表） 　☎63-3300（火災・災害用）　  63-3396

安全・確実に避難するためには・・・
●出入口付近や避難経路に家具を置かない　●家具を置く向きを工夫する
●Ｌ型金具などを使用し、家具と壁をネジ留めする
●ネジ留めが不要な対策器具を組み合わせて固定する　など
　いつやってくるか分からない地震に備えて、今すぐ家具転倒対策を行い、地震に備えましょう。
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田
栄
子
議
員
に
対
す
る
辞

職
勧
告
決
議
」
が
提
出
さ
れ
審
議

の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
三
号
）

　
平
成
三
十
年
度
補
正
予
算
は
、

総
額
で
二
億
八
千
三
十
四
万
五
千

円
が
減
額
さ
れ
、
総
額
で
百
四
十

七
億
一
千
百
九
十
三
万
二
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
五
号
）

　
平
成
三
十
一
年
度
一
般
会
計
予

算
は
総
額
で
、
百
四
十
六
億
三
千

四
百
七
十
四
万
六
千
円
で
前
年
度

よ
り
三
十
二
億
五
千
二
百
六
十
六

万
四
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
、
４
〜
５
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
下
さ
い
。
）

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
西
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

…
…
…
…
五
千
六
十
三
万
三
千
円

第
一
回
（
三
月
）
定
例
会
日
程

３
月
５
日
（
火
）
本
会
議
　
開
会
、
行
政
方
針
の
表
明
、

 
 

議
案
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明

 

６
日
（
水
）
休
　
会
　
議
案
等
精
査

 

７
日
（
木
）
休
　
会
　
議
案
等
精
査

 

８
日
（
金
）
休
　
会
　
議
案
等
精
査

 

９
日
（
土
）
休
　
会
　

 

１０
日
（
日
）
休
　
会

 

１１
日
（
月
）
本
会
議
　
議
案
上
程
、
提
案
理
由
の
説
明

 

１２
日
（
火
）
本
会
議
　
一
般
質
問

 

１３
日
（
水
）
本
会
議
　
一
般
質
問

 

１４
日
（
木
）
本
会
議
　
議
案
質
疑

 

１５
日
（
金
）
休
　
会
　
委
員
会
審
査

 

１６
日
（
土
）
休
　
会
　

 

１７
日
（
日
）
休
　
会

 

１８
日
（
月
）
休
　
会
　
委
員
会
審
査

 

１９
日
（
火
）
休
　
会
　
委
員
会
審
査

 

２０
日
（
水
）
休
　
会
　
委
員
会
審
査

 

２１
日
（
木
）
休
　
会
　（
祝
日
）

 

２２
日
（
金
）
休
　
会
　

 

２３
日
（
土
）
休
　
会
　

 

２４
日
（
日
）
休
　
会

 

２５
日
（
月
）
休
　
会
　
委
員
会
審
査

 

２６
日
（
火
）
休
　
会

 

２７
日
（
水
）
本
会
議
　
委
員
長
報
告
、
質
疑
、

 
 

討
論
、
表
決
、
閉
会

○
庁
舎
建
設
事
業

六
億
九
千
七
百
六
十
七
万
三
千
円

○
市
税
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
事
業

…
…
…
…
三
百
九
十
八
万
四
千
円

〇
医
療
扶
助
な
ど
の
扶
助
費
総
額

…
十
八
億
七
千
四
百
八
万
二
千
円

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

二
億
四
千
六
百
七
十
三
万
八
千
円

○
地
方
道
整
備
事
業

…
…
四
億
九
百
三
十
七
万
二
千
円

○
災
害
復
旧
費

十
五
億
四
千
五
百
二
十
万
三
千
円

　
第
一
回
定
例
会
は
平
成
三
十
一
年
三
月
五
日
に
開
会
し
、
二

十
三
日
間
の
会
期
で
三
月
二
十
七
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算

当
　
初
　
予
　
算

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第95号



次
の
人
事
議
案
を
全
会
一
致
を
も
っ
て
同
意
し
ま
し
た
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
山
下
　
博
文
（
や
ま
し
た
　
ひ
ろ
ふ
み
）　
氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　
三
本
　
義
男
（
み
も
と
　
よ
し
お
）　
　
　
氏
（
新
任
）

▼

人

 

事

 

案

 

件

▲

◎
宿
毛
市
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委

員
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
今
後
、
建
設
が
控
え
て
い
る
大

型
建
設
事
業
な
ど
の
案
件
に
つ
い

て
は
、
入
札
に
よ
る
最
低
金
額
入

札
者
に
よ
り
事
業
者
を
選
定
す
る

よ
り
も
、
高
度
な
専
門
的
技
術
に

基
づ
い
た
提
案
の
中
か
ら
最
も
優

れ
た
内
容
の
提
案
を
採
用
す
る
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事
業
者
を
選

定
す
る
ほ
う
が
、
よ
り
有
益
で
あ

る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

事
業
者
の
選
定
を
公
平
か
つ
公
正

に
行
う
た
め
の
「
宿
毛
市
プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
」
を
設
置
す

る
た
め
に
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
立
認
可
外
保
育
所
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
沖
の
島
保
育
園
は
園
児
の
減
少

に
伴
い
、
本
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
休
園
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
在
園
児
が
一
名
残
る

こ
と
と
離
島
と
い
う
地
域
性
に
鑑

み
、
四
月
一
日
よ
り
市
立
認
可
外

保
育
所
を
設
置
す
る
必
要
が
生
じ

た
の
で
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
適
正
な
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
市
内
に
お
い
て
出
力
１０
Ｋ
ｗ
以
上

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
事
業
者

に
対
し
て
、
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
本
市
へ
の
届
出
を
義
務
付
け

る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
委
員
会
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
平
成
十
二
年
度
に
策
定
さ
れ
た

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
改

訂
す
る
に
あ
た
り
、
学
識
経
験
者

や
市
内
の
団
体
代
表
等
で
組
織
す

る
策
定
委
員
会
を
設
置
す
る
必
要

が
生
じ
た
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
立
小
学
校
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
松
田
川
小
学
校
と
宿
毛
小
学
校

を
統
合
し
て
平
成
三
十
三
年
四
月

一
日
よ
り
新
た
な
宿
毛
小
学
校
を

設
置
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
宿
毛
市
消
防
団
員
（
非
常
勤
）
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
消
防
団
員
に
出
動
手
当
等
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
特
定
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
議
案
第
四
十
一
号
）

　
宿
毛
小
中
学
校
を
「
民
間
資
金

等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の

整
備
等
促
進
に
関
す
る
法
律
」
い

わ
ゆ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
い
て
整

備
す
る
に
あ
た
り
、
㈱
山
幸
建
設

を
代
表
企
業
と
す
る
優
先
交
渉
権

者
と
の
基
本
協
定
の
締
結
を
行
い
、

そ
れ
を
受
け
て
「
宿
毛
学
校
Ｐ
Ｆ

Ｉ
株
式
会
社
」
と
い
う
名
の
特
別

目
的
会
社
が
設
立
さ
れ
、
三
月
八

日
付
け
を
も
っ
て
特
定
事
業
の
仮

契
約
を
締
結
し
た
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
議
案
第
四
十
二
号
及
び
議
案

第
四
十
三
号
）

　
ど
ち
ら
も
昨
年
七
月
豪
雨
に
お

け
る
河
川
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ

い
て
契
約
の
相
手
方
及
び
契
約
金

額
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
地
方

自
治
法
第
九
六
条
第
一
項
第
五
号

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

趣
旨
採
択

採
　
択

採
　
択

採
　
択

第
１６
号

第
１７
号

第
１８
号

第
１９
号

街
区
の
浸
水
・
防
水
対
策
と
与
市
明
川
の
抜
本
的
改

修
に
よ
る
与
市
明
川
沿
線
の
浸
水
防
止
を
求
め
る
意

見
書

宿
毛
小
中
学
校
改
築
に
関
し
て
慎
重
審
議
を
求
め
る

陳
情

宿
毛
小
中
学
校
建
設
計
画
に
伴
う
学
校
統
合
と
今
後

の
宿
毛
市
小
中
学
校
再
編
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の

無
い
よ
う
求
め
る
陳
情

精
神
障
が
い
者
へ
の
交
通
運
賃
割
引
制
度
の
適
用
を

求
め
る
意
見
書

条
　
　
例

そ 

　
の
　 

他

▼ 

陳
　
　
　
情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。



議案番号 件　　　　　　　　　　　　名 議決結果

第１号

第２号

第３号

第４号～

１４号

第１５号

第１６号

第１７号

第１８号

第１９号

第２０号

第２１号

第２２号

第２３号

第２４号

第２５号

第２６号

第２７号

第２８号

第２９号

第３０号

第３１号

第３２号

第３３号

第３４号

第３５号

第３６号

第３７号

第３８号

第３９号

第４０号

第４１号

第４２号

第４３号

意見書案第１号

決議案第１号

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

平成３０年度宿毛市一般会計補正予算について

平成３０年度各特別会計及び水道事業会計補正予算について

平成３１年度宿毛市一般会計予算について

平成３１年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について

平成３１年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について

平成３１年度宿毛市定期船事業特別会計予算について

平成３１年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算について

平成３１年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について

平成３１年度宿毛市下水道事業特別会計予算について

平成３１年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について

平成３１年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について

平成３１年度宿毛市介護保険事業特別会計予算について

平成３１年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算について

平成３１年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について

平成３１年度宿毛市水道事業会計予算について

宿毛市プロポーザル審査委員会条例の制定について

宿毛市立認可外保育所設置条例の制定について

宿毛市再生可能エネルギー発電設備の適正な設置及び管理に関する条例の制定に

ついて

宿毛市都市計画マスタープラン策定委員会設置条例の制定について

宿毛市放置自動車の発生の防止及び適正な処理に関する条例の一部を改正する条

例について

宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例について

宿毛市手数料徴収条例の一部を改正する条例について

宿毛市立小学校設置条例の一部を改正する条例について

宿毛市人権尊重の社会づくり条例の一部を改正する条例について

宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例について

宿毛市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について

宿毛市消防団員（非常勤）の報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例に

ついて

和解及び損害賠償の額の決定について（追認）

特定事業契約の締結について

工事請負契約の締結について

工事請負契約の締結について

精神障がい者への交通運賃割引制度の適用を求める意見書

川田栄子議員に対する辞職勧告決議について

同　　意

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

（定例会）
◆  提 出された議案等  ◆



　
第
一
回
（
三
月
）
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
二
日
、
十

三
日
の
二
日
間
に
六
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

A
　
水
道
事
業
の
現
状
と
将
来
予

測
さ
れ
る
維
持
費
不
足
に
ど
う
対

応
す
る
の
か
を
問
う
。

B
　
人
口
減
少
に
伴
う
料
金
収
入

の
減
少
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

豊
富
な
水
を
売
り
出
す
の
も
一
つ

の
方
策
と
思
う
。
水
源
の
良
さ
、

美
味
し
い
水
道
水
は
宿
毛
の
Ｐ
Ｒ

と
も
な
り
移
住
促
進
に
つ
な
が
る

魅
力
と
も
な
る
の
で
、
本
市
で
も

販
売
や
Ｐ
Ｒ
の
活
用
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

A
　
防
衛
省
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
輸
送

船
舶
と
し
て
海
上
輸
送
力
を
補
完

す
る
た
め
に
民
間
船
舶
を
活
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
来
年
度
予

算
案
で
も
こ
の
事
業
の
強
化
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
国
の
施
策
に
あ

わ
せ
れ
ば
国
か
ら
の
補
助
も
活
用

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

B
　
防
衛
省
で
は
有
事
や
大
規
模

災
害
時
に
人
員
や
物
資
を
輸
送
す

る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
き
民

間
船
舶
と
の
輸
送
使
用
契
約
を
締

結
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
自
衛

隊
の
訓
練
、
被
災
者
の
宿
泊
、
入

浴
サ
ー
ビ
ス
等
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
契
約
船

は
ク
ル
ー
ズ
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
不

定
期
利
用
と
な
っ
て
お
り
、
定
期

航
路
へ
の
就
航
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

　
国
の
動
向
を
含
め
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
収
集
し
、
航
路
の
再
開
に
向

け
て
取
り
組
む
。

A
　
自
衛
隊
、
海
保
、
警
察
等
へ

の
希
望
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

官
公
庁
自
治
体
は
、
こ
れ
ら
組
織

で
の
勤
務
経
験
者
か
ら
採
用
す
る

等
の
工
夫
を
す
れ
ば
、
好
転
す
る

の
で
は
な
い
か
。
所
見
を
問
う
。

B
　
こ
れ
ら
の
組
織
を
維
持
す
る

こ
と
は
、
社
会
の
治
安
や
安
全
を

守
る
観
点
で
重
要
で
あ
り
、
昨
年

の
豪
雨
災
害
時
の
支
援
等
、
自
衛

隊
の
活
動
に
は
大
変
感
謝
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
就
職
の
機
会
均
等

の
観
点
か
ら
、
議
員
の
提
案
に
つ

い
て
は
現
時
点
で
は
難
し
い
。

A
　
永
世
中
立
国
の
ス
イ
ス
に
は
、

次
を
柱
と
す
る
防
衛
政
策
が
あ
る
。

一
、
平
和
を
守
る
た
め
努
力
を
惜

し
む
な
。
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

平
和
を
守
る
こ
と
は
不
可
能
。

二
、
先
憂
後
楽
の
姿
勢
で
ま
ず
最

悪
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
。

三
、
共
同
体
内
部
に
み
な
ぎ
る
社

会
的
な
誠
意
と
隣
人
愛
の
精
神
が

大
事
。
と
い
う
も
の
だ
が
、
所
見

を
問
う
。

B
　
日
本
で
も
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ

が
あ
る
と
感
じ
た
。

A
　
二
十
年
後
の
宿
毛
は
約
七
千

人
の
人
口
減
少
が
見
積
も
ら
れ
、

二
十
億
円
強
の
歳
入
不
足
が
想
定

さ
れ
、
破
綻
の
危
機
に
直
面
す
る
。

防
衛
基
盤
の
一
端
を
担
う
べ
く
自

衛
隊
を
誘
致
す
れ
ば
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
り
、
災
害
に
も
心

強
い
。
所
見
を
問
う
。

B
　
自
衛
隊
の
誘
致
は
地
域
経
済

の
活
性
化
や
防
災
、
人
口
減
少
対

策
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
と
も
国
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
議
会
、
商
工
会
議
所

と
一
体
で
要
望
活
動
に
取
り
組
む
。

野々下 昌文 議員

水
道
に
つ
い
て

国
の
在
り
方
に
つ
い
て

自
衛
隊
誘
致
に
つ
い
て
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フ
ェ
リ
ー
の
今
後
に
つ

い
て

市
内
の
浸
水
対
策
に
つ

い
て

﹇
質
問
順
位
に
よ
る
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A
　
街
区
の
浸
水
対
策
の
現
状
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
本
年
度
に
最
速
最
短
で
ポ
ン

プ
場
へ
雨
水
を
流
入
さ
せ
る
た
め

山
手
幹
線
排
水
路
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
解
析
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

問
題
点
を
抽
出
し
た
う
え
で
バ
イ

パ
ス
排
水
路
の
増
設
や
排
水
構
造

物
の
改
修
等
、
必
要
な
雨
水
対
策

を
早
急
に
取
り
ま
と
め
、
で
き
る

限
り
早
く
事
業
化
を
図
っ
て
い
く
。

A
　
与
市
明
川
へ
の
強
制
排
水
に

よ
る
街
区
へ
の
逆
流
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
与
市
明
川
の
管
理
者
で
あ
る

高
知
県
に
確
認
を
し
た
。
与
市
明

川
の
内
水
を
受
け
入
れ
る
容
量
の

断
面
を
確
保
し
て
整
備
す
る
予
定

で
あ
り
計
画
し
て
い
る
雨
量
ま
で

な
ら
錦
地
区
の
内
水
を
与
市
明
川

に
入
れ
た
と
し
て
も
あ
ふ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
本
市
で
整
備
中
の
廻

角
橋
の
架
け
替
え
及
び
河
川
改
修

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ト
ル
ネ

ッ
ク
部
分
が
改
修
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
整
備
後
の
状
況
を
過

去
の
豪
雨
で
同
様
の
再
現
を
す
る
と
、

廻
角
橋
上
流
部
で
九
セ
ン
チ
の
水

位
が
低
下
す
る
結
果
と
な
り
、
与

市
明
川
の
水
位
は
現
在
よ
り
低
下

す
る
こ
と
に
な
り
、
街
区
へ
の
影

響
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

A
　
空
調
機
設
備
予
算
対
象
外
の

体
育
館
・
特
別
教
室
へ
の
設
置
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
熱
中
症
対
策
と
し
て
学
校
施

設
の
全
て
の
教
室
に
空
調
機
を
設

置
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
特
別
教
室
、
体
育

館
へ
の
設
置
と
な
る
と
多
額
の
予

算
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
平
成
三

十
三
年
四
月
に
は
松
田
川
小
学
校

と
宿
毛
小
学
校
が
統
合
す
る
た
め
、

現
在
設
置
予
定
の
空
調
機
が
不
要

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
他
の

学
校
の
特
別
教
室
へ
の
移
設
も
含

め
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
津
波

浸
水
区
域
外
で
指
定
避
難
所
と
し

て
い
る
学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て
は
、

国
の
財
政
措
置
の
動
向
も
見
据
え

市
長
部
局
と
協
議
を
重
ね
る
中
で

空
調
機
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

A
　
風
疹
の
無
料
予
防
接
種
の
抗

体
検
査
と
予
防
接
種
方
法
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
風
疹
の
無
料
接
種
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
一
年
度
か
ら
三
年
間
原
則

無
料
で
定
期
接
種
を
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
対
象
者
は
、
昭
和
三

七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
四
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
男
性
で
本
市

に
は
二
千
百
五
十
人
が
対
象
と
な
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
等
の
課
題
も
あ

り
、
対
象
者
全
て
が
三
一
年
度
か

ら
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

平
成
三
一
年
度
の
対
象
者
は
、
昭

和
四
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五

四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
が
対

象
と
な
り
九
百
六
十
三
人
を
予
定

し
て
い
る
。

　
四
月
に
予
防
接
種
の
ク
ー
ポ
ン

券
、
抗
体
検
査
の
受
診
券
を
発
送

す
る
。
平
成
三
一
年
度
対
象
者
以

外
の
昭
和
三
七
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
四
七
年
四
月
一
日
に
生
ま
れ

た
男
性
に
つ
い
て
も
希
望
す
る
場

合
に
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
等
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

A
　
優
先
交
渉
権
者
を
選
定
す
る

ま
で
な
ぜ
隠
密
的
な
行
動
を
採
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

B
　
積
算
根
拠
等
の
情
報
が
も
れ

て
し
ま
う
と
民
間
事
業
者
の
創
意

工
夫
が
図
ら
れ
な
い
こ
と
と
競
争

原
理
が
働
か
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
っ
た
。

A
　
事
業
に
必
要
と
す
る
基
準
を

示
し
た
要
求
水
準
書
は
ど
の
よ
う

な
段
階
を
経
て
検
討
・
策
定
さ
れ

た
の
か
。

B
　
複
数
回
に
及
ぶ
準
備
会
で
出

さ
れ
た
学
校
現
場
や
保
護
者
の
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
市
の
関
係
課

と
協
議
し
て
策
定
し
た
。

A
　
住
民
の
意
見
の
反
映
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

B
　
基
本
設
計
を
行
う
た
め
に
関

係
者
が
集
ま
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

A
　
優
先
交
渉
権
者
と
な
っ
た
事

業
者
は
市
長
と
の
関
係
に
お
い
て

資
格
要
件
に
抵
触
す
る
よ
う
な
こ

と
は
な
か
っ
た
の
か
。

B
　
資
格
要
件
を
粛
々
と
審
査
し

て
お
り
、
特
に
問
題
は
な
い
。

A
　
三
十
年
間
と
い
う
長
い
ス
パ

ン
の
中
で
事
業
の
実
施
体
制
の
継
続
、

安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
の
配
慮

は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

空
調
機
設
置
に
つ
い
て

風
疹
対
策
に
つ
い
て

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て

B
　
契
約
期
間
中
に
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
構

成
企
業
が
消
滅
し
た
場
合
、
業
者

を
入
れ
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

契
約
解
除
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

合
理
的
な
範
囲
で
の
賠
償
を
求
め

る
こ
と
が
出
来
る
契
約
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

A
　
契
約
金
額
の
明
細
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

B
　
消
費
税
八
％
込
み
で
企
画
設

計
費
一
億
八
千
三
百
六
十
万
円
、

建
設
費
二
十
九
億
一
千
六
百
万
円
、

維
持
管
理
費
七
億
三
千
八
万
円
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
費
四
億
四
千
九
百
二
十
八
万
円
、

金
利
負
担
分
一
千
五
百
九
十
六
万

一
千
六
百
三
円
と
な
っ
て
い
る
。

A
　
ど
の
よ
う
な
校
舎
が
想
定
さ

れ
て
い
る
の
か
。

B
　
二
階
建
て
が
三
棟
、
四
階
建

て
が
一
棟
で
つ
な
が
っ
て
い
て
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
外
面
、

内
面
に
は
高
知
県
産
木
材
が
多
用

さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

A
　
事
業
の
監
理
と
い
う
面
に
お

い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
こ

と
に
な
る
の
か
。

B
　
Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
は
統
括
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
を
置
く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

山戸 　寛 議員



工
程
も
含
め
て
各
業
務
の
監
視
を

行
い
市
に
報
告
す
る
。
市
と
し
て

も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
双
方

の
結
果
を
報
告
す
る
監
視
報
告
会

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

A
　
事
業
の
財
源
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

B
　
事
業
費
四
十
二
億
九
千
四
百

九
十
二
万
一
千
六
百
三
円
の
内
、

国
庫
補
助
金
が
約
四
億
七
千
百
万

円
、
起
債
額
が
約
二
十
一
億
三
千

六
百
万
円
、
残
り
の
約
十
六
億
八

千
八
百
万
円
が
一
般
財
源
と
な
る
。

A
　
当
市
で
は
今
後
様
々
な
大
規

模
事
業
の
計
画
が
メ
ジ
ロ
押
し
で

あ
る
が
財
政
運
営
計
画
の
上
で
影

響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

B
　
今
後
控
え
る
大
型
建
設
事
業

に
つ
い
て
実
施
年
度
等
を
精
査
し
、

公
債
費
の
抑
制
を
行
う
こ
と
で
引

き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
行
け
る
と
考
え
る
。

A
　
虐
待
・
い
じ
め
が
新
聞
の
紙

面
か
ら
消
え
な
い
。
宿
毛
市
の
取

り
組
み
を
問
う
。

B
　
妊
娠
期
か
ら
支
援
が
必
要
な

家
庭
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
要
保
護

児
童
対
策
地
域
協
議
会
が
中
心
と

な
り
、
各
関
係
機
関
と
連
携
し
進

行
管
理
し
て
い
る
。
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
で
は
代
表
者
会

議
、
実
務
者
会
議
、
定
例
支
援
会

議
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ
情
報
の

共
有
、
支
援
策
の
検
討
や
評
価
を

実
施
。
今
年
度
よ
り
小
児
科
医
が

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
医
療
機

関
、
児
童
相
談
所
、
警
察
と
も
連

携
し
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
三
十
一
年
度
よ
り
児
童
虐
待
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
常
に

子
供
の
命
を
守
る
と
い
う
視
点
に

立
ち
、
横
断
的
に
支
援
体
制
の
強

化
に
取
り
組
む
。

A
　
教
育
現
場
の
現
状
を
問
う
。

B
　
日
ご
ろ
か
ら
教
室
の
内
外
を

問
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
生
徒

に
対
し
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
目

配
り
、
気
配
り
す
る
な
ど
子
供
達

の
変
化
を
見
逃
す
こ
と
な
く
的
確

な
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。
各
学

校
に
お
い
て
は
、
楽
し
い
学
校
生

活
を
送
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

年
二
回
実
施
し
学
級
運
営
、
学
校

運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
い
じ
め
・

虐
待
問
題
に
は
適
切
迅
速
な
対
応

が
最
も
重
要
で
あ
る
。
福
祉
事
務

所
や
児
童
相
談
所
と
も
連
携
し
て

い
る
。

A
　
情
報
を
広
報
等
で
Ｐ
Ｒ
し
市

民
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
べ

き
で
な
い
か
問
う
。

B
　
本
市
は
、
高
知
県
と
共
に
オ

ラ
ン
ダ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

平
成
二
九
年
七
月
に
登
録
さ
れ
て

以
来
、
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で

よ
さ
こ
い
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
オ

ラ
ン
ダ
出
身
の
ビ
シ
ョ
ッ
プ
さ
ん

と
テ
リ
シ
ア
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

宿
毛
高
校
、
片
島
中
学
校
で
生
徒

の
皆
さ
ん
と
交
流
。
三
月
九
日
と

十
日
に
開
催
さ
れ
た
第
七
回
四
万
十
・

足
摺
無
限
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ド

に
イ
リ
ス
さ
ん
、
元
オ
ラ
ン
ダ
自

転
車
女
子
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
監

督
で
現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
自
転
車
協

会
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
ト
ッ
プ
を
務
め
て
い

る
ト
ア
ー
ド
・
ペ
イ
ネ
ベ
ル
ク
さ

ん
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
特
に
イ

リ
ス
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン

ト
の
四
日
前
か
ら
片
島
中
学
校
や

咸
陽
小
学
校
、
松
田
川
小
学
校
の

生
徒
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
た
。

　
情
報
発
信
の
一
層
の
充
実
を
図

る
た
め
、
今
年
三
月
号
か
ら
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業
の
情
報
を

毎
月
紹
介
し
て
い
く
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
、
事
業
を
通
じ
て
全
国
に
宿

毛
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

A
　
対
応
と
今
後
の
課
題
を
問
う
。

B
　
災
害
救
助
法
、
被
害
者
生
活

再
建
支
援
法
の
適
用
を
受
け
、
今

後
の
災
害
に
備
え
て
初
動
調
査
を

基
に
一
層
迅
速
に
行
え
る
体
制
を

つ
く
る
。
現
在
の
復
旧
復
興
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

A
　
新
田
地
区
は
海
岸
に
近
く
、

海
抜
も
約
二
メ
ー
ト
ル
と
大
変
低

い
。
住
民
は
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
建
設
」
を
強
く
要
望
し
て
い
る

が
所
見
を
問
う
。

B
　
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
避
難
路
現
地
調
査
を

踏
ま
え
、
指
定
避
難
場
所
な
ど
を

再
検
討
す
る
等
、
宿
毛
市
津
波
避

闍倉 真弓 議員

虐
待
・
い
じ
め
に
つ
い
て

七
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

オ
ラ
ン
ダ
と
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
に
係
る
交
流
事

業
に
つ
い
て

松浦 英夫 議員

防
災
対
策
に
つ
い
て



難
計
画
の
見
直
し
を
行
う
中
で
必

要
性
を
検
討
し
た
い
。

A
　
約
二
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル

の
市
有
地
が
あ
る
が
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
な
い
。
市
有
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
所
見
を
問
う
。

B
　
今
後
、
宿
毛
市
津
波
避
難
計

画
の
見
直
し
を
行
う
中
で
、
津
波

避
難
タ
ワ
ー
の
必
要
性
の
あ
る
地

域
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

新
田
地
区
で
あ
れ
ば
こ
の
土
地
も

候
補
地
と
な
る
可
能
性
は
あ
る
。

A
　
水
産
業
を
発
展
し
て
い
く
う

え
で
の
養
殖
業
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
養
殖
業
は
、
宿
毛
市
に
と
っ
て
、

特
に
重
要
な
産
業
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

A
　
養
殖
業
振
興
に
向
け
た
支
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
養
殖
業
の
魚
病
診
断
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
魚
類

防
疫
士
の
育
成
。
販
売
面
で
は
、

年
間
を
通
じ
て
計
画
的
な
養
殖
方

法
と
加
工
処
理
、
販
売
が
行
え
る

仕
組
の
構
築
。
昨
年
度
に
は
、
新

た
な
養
殖
漁
場
を
整
備
し
て
き
た
。

A
　
国
に
は
、
農
林
水
産
省
が
あ
る
。

宿
毛
市
と
し
て
、
産
業
振
興
課
か

ら
独
立
し
た
部
署
を
復
活
し
、
庁

内
体
制
を
確
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

B
　
今
後
も
、
組
織
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
極
め
る
中
で
、
よ
り
機

能
的
・
効
率
的
な
対
応
が
可
能
と

な
る
よ
う
に
職
員
配
置
や
組
織
の

再
編
を
心
掛
け
て
参
り
た
い
。

A
　
約
七
十
年
ぶ
り
の
漁
業
制
度

の
抜
本
見
直
し
と
言
わ
れ
る
「
水

産
改
革
関
連
法
」
が
成
立
し
た
。

　
養
殖
業
へ
の
民
間
企
業
の
参
入

を
促
進
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

養
殖
業
を
営
む
漁
民
の
中
に
は
将

来
に
つ
い
て
大
変
危
惧
す
る
方
も

多
く
い
る
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
る
の
か
。

B
　
す
く
も
湾
漁
協
、
藻
津
漁
協

と
も
に
漁
場
の
適
正
管
理
が
行
え

て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
法

改
正
に
よ
る
影
響
は
無
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
も

地
元
漁
業
者
に
不
利
益
が
起
き
る

こ
と
が
無
い
よ
う
に
高
知
県
や
関

係
機
関
と
連
絡
調
整
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

A
　
現
在
「
高
知
県
一
漁
協
構
想
」

の
動
き
に
つ
い
て
、
漁
業
関
係
者

の
中
に
は
、
市
場
や
事
務
所
が
大

き
く
減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て
不

安
の
声
が
出
て
い
る
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

B
　
す
く
も
湾
、
藻
津
両
漁
協
と

も
に
経
営
基
盤
が
し
っ
か
り
と
し

た
漁
協
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
組
合
員
の
意
見
を
尊
重
し
な

が
ら
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

A
　
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
本
市
の
野
良
猫
の
数
、
捨
て
猫

の
場
所
な
ど
現
状
把
握
の
実
態
を

問
う
。

B
　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
数
、
場

所
の
把
握
は
難
し
い
状
況
。

A
　
県
と
一
体
の
事
業
の
中
で
行

政
の
役
割
を
問
う
。

B
　
動
物
愛
護
や
管
理
に
関
す
る

法
律
の
観
点
か
ら
動
物
の
虐
待
や

遺
棄
を
防
ぎ
適
正
な
取
扱
い
な
ど

市
民
へ
の
啓
発
が
主
な
役
割
と
考

え
る
。

A
　
捨
て
猫
を
見
つ
け
た
ら
ど
う

す
る
か
。

B
　
動
物
の
遺
棄
は
犯
罪
行
為
に

あ
た
る
場
合
が
あ
る
。
警
察
へ
連

絡
を
。

A
　
県
か
ら
の
ポ
ス
タ
ー
が
あ
る
。

啓
発
は
市
町
村
が
す
る
と
あ
る
が

ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
る
か
。

B
　
動
物
遺
棄
は
犯
罪
で
あ
る
こ

と
の
周
知
を
目
的
と
し
て
制
作
さ

れ
て
い
る
。
適
切
に
ポ
ス
タ
ー
掲

示
を
行
い
市
民
へ
の
啓
発
に
活
用

す
る
。

A
　
飼
い
主
の
い
な
い
雌
猫
に
不

妊
手
術
費
五
千
円
の
補
助
事
業
は

利
用
さ
れ
た
か
。

B
　
県
補
助
制
度
の
一
万
円
と
あ

わ
せ
て
最
高
一
万
五
千
円
と
な
る
。

実
績
と
し
て
予
算
額
二
十
五
万
円

に
対
し
て
十
七
件
の
利
用
実
績
で

金
額
は
八
万
五
千
円
で
あ
る
。
県

の
補
助
金
を
受
け
た
本
市
の
飼
い

主
の
い
な
い
猫
が
五
十
一
件
と
な

っ
て
い
る
。

A
　
地
域
猫
活
動
支
援
事
業
に
つ

い
て
説
明
を
。

B
　
地
域
住
民
と
飼
い
主
の
い
な

い
猫
と
の
共
生
を
目
指
し
不
妊
去

勢
手
術
を
行
い
、
飼
い
主
を
探
し

て
い
く
こ
と
で
将
来
的
に
飼
い
主

の
い
な
い
猫
を
無
く
し
て
い
く
こ

と
が
目
的
で
地
域
に
い
る
猫
を
地

域
住
民
が
飼
育
管
理
す
る
取
組
み
。

川田 栄子 議員

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

水
産
改
革
関
連
法
の

改
正
に
つ
い
て

「
高
知
県
一
漁
協
構
想
」

に
つ
い
て

猫
問
題
解
決
に
つ
い
て



A
　
官
と
民
の
企
業
の
垣
根
が
低

く
な
り
癒
着
が
生
ま
れ
や
す
く
官

民
癒
着
の
温
床
と
の
指
摘
も
あ
る
。

企
業
の
情
報
公
開
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
選
定
過
程
に
つ
い
て
は
疑
念

の
生
じ
る
余
地
は
な
い
。
平
成
三

一
年
二
月
一
日
選
定
委
員
会
を
開

催
し
有
識
者
か
ら
の
報
告
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
ふ
ま

え
評
価
項
目
ご
と
に
採
点
し
て
優

先
交
渉
権
者
を
決
定
し
た
。

A
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
で
合
築
を
適
当

と
し
た
理
由
を
問
う
。

B
　
平
成
二
九
年
度
Ｐ
Ｆ
Ｉ
可
能

性
調
査
で
小
中
学
校
整
備
事
業
に

効
果
が
見
込
ま
れ
る
結
果
が
出
た
。

A
　
合
築
は
教
育
に
係
る
問
題
で

あ
る
。
協
議
さ
れ
た
か
。

B
　
耐
震
性
の
あ
る
学
校
技
術
棟

の
活
用
、
小
中
学
生
の
動
線
の
交

差
の
回
避
、
保
健
室
、
職
員
室
、
校

長
室
の
小
中
各
一
室
配
置
な
ど
現

場
の
意
見
も
踏
ま
え
る
中
で
合
築

を
決
定
し
た
。

A
　
小
中
合
築
と
教
育
は
別
だ
と

思
う
と
有
識
者
が
言
わ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
一
体
型
の
校
舎
だ
け
で
教
育

内
容
が
す
べ
て
充
実
す
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
基
礎
学

力
の
定
着
、
不
登
校
、
い
じ
め
の

問
題
解
決
、
教
職
員
の
資
質
、
指

導
力
の
向
上
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
充

実
を
図
る
。

A
　
審
査
委
員
会
の
五
人
が
職
員
。

公
平
性
、
透
明
性
の
説
明
を
聞
く
。

B
　
学
識
経
験
者
四
名
に
企
画
提

案
書
の
審
査
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意

見
書
案
を
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
国
会
及
び
政
府
に

提
出
し
ま
し
た
。

◎
意
見
書
案
第
一
号
　
精
神
障
が

い
者
へ
の
交
通
運
賃
割
引
制
度

の
適
用
を
求
め
る
意
見
書

　
障
害
者
基
本
法
は
、
精
神
障
が

い
者
も
身
体
障
が
い
者
及
び
知
的

障
が
い
者
と
同
じ
「
障
が
い
者
」

と
し
て
定
義
さ
れ
て
お
り
、
障
が

い
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
支
援

等
に
向
け
た
基
本
理
念
を
定
め
て

い
る
。
障
が
い
者
の
自
立
や
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
公

共
交
通
機
関
な
ど
の
移
動
支
援
の

確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
各

種
交
通
事
業
者
は
、
Ｊ
Ｒ
、
民
間

鉄
道
、
航
空
、
旅
客
船
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
、
高
速
道
路
な
ど
を
対

象
に
障
が
い
者
に
対
す
る
交
通
運

賃
割
引
制
度
を
設
け
、
障
が
い
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
精
神
障
が
い
者

に
つ
い
て
は
、
現
在
も
尚
、
Ｊ
Ｒ

や
高
速
道
路
な
ど
交
通
運
賃
割
引

制
度
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
精
神
障
が
い
者

の
社
会
参
加
を
促
す
上
で
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
精
神
障
が
い
者
家
族
会
の
全
国

組
織
で
あ
る
全
国
精
神
保
健
福
祉

会
連
合
会
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
（
回
答
者
約
四
千
八
百

人
）
に
よ
る
と
、
精
神
障
が
い
者

の
一
か
月
の
平
均
収
入
は
約
六
万

円
、
そ
し
て
無
年
金
者
は
約
二
十

％
に
も
及
ぶ
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
、

交
通
費
の
負
担
が
大
き
く
「
作
業

所
に
行
く
の
を
や
め
た
」「
ど
こ
に

も
出
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
」

「
外
出
は
自
転
車
で
行
け
る
範
囲
」

な
ど
社
会
参
加
に
程
遠
い
深
刻
な

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
改
正
障
害
者
基
本
法
、
障
害
者

総
合
支
援
法
、
障
害
者
差
別
解
消

法
な
ど
の
国
内
法
が
整
備
さ
れ
、

平
成
二
六
年
二
月
に
国
連
障
が
い

者
権
利
条
約
が
発
効
し
た
。
条
約

第
二
〇
条
で
は
「
障
が
い
者
自
身
が
、

自
ら
選
択
す
る
方
法
で
、
自
ら
選

択
す
る
時
に
、
か
つ
、
負
担
し
や

す
い
費
用
で
移
動
す
る
こ
と
を
容

易
に
す
る
こ
と
。」
及
び
第
四
条
で

は
「
障
が
い
者
に
対
す
る
差
別
と

な
る
既
存
の
法
律
、
規
則
、
慣
習

及
び
慣
行
を
修
正
し
、
又
は
廃
止

す
る
た
め
の
す
べ
て
の
適
当
な
措

置
を
と
る
こ
と
。」「
こ
の
条
約
と
両

立
し
な
い
い
か
な
る
行
為
又
は
慣

行
も
差
し
控
え
る
こ
と
。
ま
た
、

公
の
当
局
及
び
機
関
が
こ
の
条
約

に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
確
保

す
る
こ
と
。」
と
定
め
て
い
る
。

　
一
連
の
国
内
法
や
条
約
に
照
ら

せ
ば
、
障
が
い
者
の
交
通
運
賃
割

引
制
度
か
ら
精
神
障
が
い
者
を
除

外
す
る
よ
う
な
状
況
は
、
一
刻
も

早
く
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、

精
神
障
が
い
者
に
も
身
体
障
が
い

者
及
び
知
的
障
が
い
者
と
同
等
に

交
通
運
賃
割
引
制
度
の
適
用
対
象

と
す
る
よ
う
各
種
交
通
事
業
者
に

働
き
か
け
、
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
九
条

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
決

議
案
を
全
会
一
致
（
本
人
除
斥
）
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◎
決
議
案
第
一
号
　
川
田
栄
子
議

員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議

　
川
田
議
員
は
、
こ
れ
ま
で
の
議

会
活
動
に
お
い
て
、
再
三
問
題
発

言
を
繰
り
返
し
、
議
会
運
営
を
妨
げ
、

幾
度
と
な
く
議
長
の
要
請
に
よ
る

取
り
消
し
を
行
っ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
議
会
の
秩
序
を

乱
す
行
為
は
、
断
じ
て
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
な
く
、
平
成
三
〇
年
第

四
回
定
例
会
に
お
い
て
、
問
責
決

議
が
全
会
一
致
（
本
人
除
斥
）
で
可

決
さ
れ
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
省
す
る

こ
と
も
な
く
今
議
会
の
一
般
質
問
・

討
論
に
お
い
て
も
、
同
様
の
問
題

発
言
を
繰
り
返
し
、
幾
度
と
な
く

議
事
運
営
を
中
断
さ
せ
た
。

　
議
長
並
び
に
議
会
運
営
委
員
会

で
の
注
意
に
も
挑
発
的
な
態
度
を

繰
り
返
し
、
悔
悛
の
情
が
一
切
見

受
け
ら
れ
な
い
。

　
以
上
、
辞
職
勧
告
を
決
議
す
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い
て



議　　　　席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

氏　名

案　件

議

決

結

果

議案第２９号

川

田

　

栄

子

川

村

三

千

代

原

田

　

秀

明

山

岡

　

　

力

山

本

　

　

英

闍

倉

　

真

弓

山

上

　

庄

一

山

戸

　

　

寛

野

々

下

昌

文

松

浦

　

英

夫

寺

田

　

公

一

宮

本

　

有

二

饌

田

　

陸

紀

岡

闢

　

利

久

議
　
長

可　決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○○ ○ ○

議案第４１号
議
　
長

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × ×

陳情第１８号
議
　
長

採　択 ○

○

×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ × ×

各議員の議案等に対する賛否の状況

賛否の分かれた案件を記載しています。

【○：案件に賛成　×：案件に反対】

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
三
月
定
例
会
の
会
議
録
は
六

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
並
び
に
宿
毛
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

Ｑ　陳情とは。

Ａ　国又は地方公共団体等公の機関に対し、
一定の事項に関して利害関係のある者が、
その実情を訴えて、適切な措置を要望
することです。請願とは異なり、議員
の紹介を必要としません。議会に提出
された陳情は委員会への付託、議員へ
の配付など、その取扱いを議会運営委
員会で協議して決めています。

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★

●議会用語Ｑ＆Ａ
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宿
毛
の
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
長
　
出
口
　
君
男

　
平
成
31
年
度
教
育
行
政
方
針
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
　
権
　
教
　
育

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
の
意

義
と
重
要
性
に
つ
い
て
正
し
い
認

識
と
理
解
を
深
め
、
不
当
な
差
別

を
な
く
す
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
人
権
教
育
を
積
極
的

に
推
進
し
、
全
て
の
人
が
人
と
し

て
尊
重
し
合
え
る
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
と
人
権
意
識
の
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

学
　
校
　
教
　
育

　
「
21
世
紀
を
心
豊
か
に
生
き
抜

く
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
の
育

成
」
を
基
本
と
し
て
、
幅
広
い
知

識
と
教
養
を
身
に
付
け
、
豊
か
な

情
操
と
道
徳
心
を
培
う
と
と
も

に
、
健
や
か
な
身
体
を
養
う
こ
と

を
目
指
し
て
学
校
教
育
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
「
夢
」
や
「
志
」
を

育
み
、
か
な
え
る
力
を
育
成
す
る

た
め
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
指
導
を
行
う
た
め
教

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
宿
毛
小
学
校
お
よ
び
宿
毛
中
学

校
の
校
舎
等
改
築
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
校
舎
等
施
設
の
具
体
的
な

建
て
位
置
、
施
設
内
の
教
室
等
配

置
を
決
定
し
、
建
設
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

●
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や

到
達
度
把
握
調
査
、
高
知
県
学

力
定
着
状
況
調
査
の
結
果
を
学

校
現
場
と
共
有
・
分
析
し
、
基

礎
学
力
の
定
着
と
学
力
の
向
上

に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

●
お
互
い
を
認
め
合
う
人
権
教
育

を
充
実
さ
せ
る
中
で
、
い
じ
め

問
題
等
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
活
用
事
業
や
不
登
校
対
策

支
援
員
の
配
置
、
宿
毛
市
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

の
活
動
等
を
通
じ
て
、
よ
り
き

め
細
か
な
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

●
学
習
規
律
の
確
立
や
授
業
力
の

向
上
な
ど
、
教
職
員
と
し
て
の

基
本
的
な
資
質
は
も
と
よ
り
、

豊
か
な
人
間
性
や
幅
広
い
視
野

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
総
合
的

な
研
修
を
推
進
し
ま
す
。

●
朝
マ
ラ
ソ
ン
や
休
み
時
間
等
を

活
用
し
た
運
動
を
奨
励
し
、
生

活
習
慣
や
運
動
習
慣
の
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、
体

力
・
運
動
能
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
、
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
犯
罪

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

●
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
た
防

災
教
育
や
避
難
訓
練
を
実
施

し
、
児
童
・
生
徒
、
教
職
員
の

危
機
管
理
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
す
。

●
学
力
の
向
上
や
生
徒
指
導
に
お

け
る
課
題
の
解
消
等
、
教
育
効

果
の
更
な
る
向
上
に
向
け
、
小

中
9
年
間
の
一
貫
的
な
教
育
に

つ
い
て
指
定
校
を
選
定
し
、
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

学
　
校
　
給
　
食

　
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
み
ん

な
で
一
緒
に
お
い
し
い
給
食
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

食
等
の
対
応
も
行
い
、
安
心
・
安

全
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
学

校
給
食
を
提
供
し
、
食
育
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

●
安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
を
提

供
す
る
た
め
、
衛
生
管
理
の
徹

底
を
図
り
ま
す
。

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
施
設・

調
理
設
備
と
も
に
老
朽
化
が
著

し
く
改
築
が
必
要
で
あ
り
、
新

た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

築
が
推
進
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

生
　
涯
　
学
　
習

　
子
ど
も
や
若
者
、
働
き
盛
り
の

世
代
も
含
め
、
地
域
住
民
全
体
が

気
軽
に
集
え
る
機
会
を
提
供
し
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も

が
、
自
発
的
に
学
習
で
き
る
学
習

機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

地
域
全
体
の
教
育
力
の
向
上
を
図

り
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
つ
豊
か
で
文
化
的
な
地
域
社
会

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
・
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
放
課
後
等
の
子
ど
も
た
ち

の
安
全
で
安
心
な
活
動
場
所
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

教
育
力
を
活
用
す
る
中
で
、
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
宿
毛
市
展
や
芸
術
祭
な
ど
の
芸

術
・
文
化
に
親
し
む
機
会
を
提

供
し
、
公
民
館
の
各
種
サ
ー
ク

ル
活
動
の
育
成
支
援
を
行
う
な

ど
、
市
民
及
び
文
化
団
体
等
が

自
ら
行
う
文
化
活
動
の
支
援
に

努
め
ま
す
。

●
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

開
催
を
来
年
に
控
え
、
オ
ラ
ン

ダ
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に

も
取
り
組
み
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
の

創
出
を
目
指
し
ま
す
。
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ブロック塀対策の支援の拡充

中小企業耐震診断等支援事業費補助金

スポーツ少年団紹介

　市民の皆さんが安心して住むことができる震災に強いまちづくりを進めるため、危険性の高い既存コンク
リートブロック塀等の撤去または安全な塀への改修費についての支援をしています。４月からブロック塀対
策の支援の上限額が 20万 5千円から 40万円に拡充されました。
支援対象  
避難路等に面している危険性の高い既存コンクリートブロック塀等の撤去または安全な塀への改修費
補助額  延長 1ｍあたり 2万 500円（1ｍ未満は切り捨て） 上限額  40 万円（20万 5千円から拡充）

　高知県では、南海トラフ地震対策として、従業員の命を守るとともに地震発生後の早期復旧につなげるた
め、県内中小企業者が行う耐震診断や耐震設計などに要する費用を一部助成します。
対象者  県内で製造業を営む中小企業者であって、ＢＣＰを策定している者
対象事業  ①耐震診断　②耐震設計 (建替設計を含む )
対象建築物  事務所・工場等で昭和 56年 5月 31日以前に建築された建築物であること
補助率（上限額）  ①耐震診断：2/3 以内（133.3 万円）　②耐震設計：2/3 以内（200万円）
補助要件  耐震診断及び耐震設計の内容に関し、四国耐震診断評定委員会等の評定を受け、適切と評価を受
　　　　 けることなど

　少年スポーツ指導者を対象とした連絡協議会での要望に基き、連絡先一覧を掲載します。お気軽に連絡く
ださい。新たに発足された少年団等で、同協議会に出席を希望される方は、事務局まで連絡ください。

 問  危機管理課　☎ 63-0951

 問  高知県商工労働部商工政策課事業推進担当　☎ 088-823-9692

 問 青少年育成センター 　
☎ 63-4197

市内スポーツ少年団紹介

野球
宿毛アスナローズ　有田　☎ 090-7783-9728
山奈レンジャーズ　矢野　☎ 090-2380-1181
宿毛クラブ　谷本　☎ 63-5665

ソフトボール
小筑紫スポーツ少年団　名倉　☎ 67-0710
宿毛スポーツ少年団　濵口　☎ 080-5662-1563

陸上
宿毛 JAC　松本　☎ 090-6881-9972
アスリートすくも　山本　☎ 090-4505-7789

バスケットボール
宿毛ミニバスケットボールクラブ　岡野
☎ 090-4783-7532

空手
誠心会　上甲　☎ 080-4783-7532
無双塾　九谷　☎ 090-4500-5999
士正塾　山岡　☎ 090-7622-6385
新極真会　岡山　☎ 080-5660-1884

ソフトテニス
ミニクラブ　尾川　☎ 090-1578-7620
平田ジュニアソフトテニスC　山本　☎ 66-1105

サッカー　
宿毛 FC　岡本　☎ 090-9555-9669

バレーボール　
宿毛ジュニアバレーボール教室　小島　
☎ 090-2780-2886

バドミントン　
宿毛バドミントン愛好会ジュニア　間　
☎ 090-8971-7711

レスリング　
すくもレスリングクラブ　頼田　
☎ 080-1257-2384

相撲　
宿毛少年相撲クラブ　西岡　☎ 090-6287-4488

柔道　
宿毛少年柔道クラブ　浜田　☎ 090-1573-9864

剣道　
山奈少年剣道教室　高橋　☎ 090-9777-7563
剣武会　立石　☎ 65-6386

防
災
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老齢基礎年金の支給開始年齢は原則として 65歳ですが希望すれば 60歳から 65歳前に繰り上げて減額さ
れた年金を受けることができます。ただし、支給を繰り上げた場合、生涯減額された年金を受け取ること、
障害基礎年金を請求できなくなることなど、注意が必要です。（減額率は 1月で 0.5％、最大で 30％）

66歳以降に老齢基礎年金を受け始める繰り下げの場合は、年金額が増額されます。ただし、遺族年金等の
受給権がある場合は適用になりません。（増額率は 1月で 0.7％、最大で 42％）
なお、繰り下げした場合、老齢基礎年金を受給する振替加算も支給停止になりますので、振替加算が多い
方は不利になる場合があります。詳しくは幡多年金事務所へお問い合わせください。

繰り上げ受給

繰り下げ受給

 問  幡多年金事務所　☎ 0880-34-1616（自動音声案内）

 問  幡多年金事務所　☎ 0880-34-1616（自動音声案内）

老齢基礎年金の繰り上げ・繰り下げ

おすすめです「付加保険料」
　定額保険料（平成 31年度：月額 1万 6,410 円）に月額 400円の付加保険料を上乗せして納めると、将
来の老齢基礎年金に付加保険料が加わります。
　付加年金額は、「200円×付加保険料納付月数」です。例えば、20歳から 60歳までの 40年間、付加保
険料を納めていた場合の年金額は次のとおりとなります。
　付加保険料を納めた分は、老齢年金受給開始から 2年間でモトが取れます！

　付加保険料の納付は、お申込みいただいた月分からとなり、定額保険料を納付していただくことが条件
となります。また、国民年金基金へ加入されている方は付加保険料を納めることはできません。
　付加保険料の納付をご希望の方は、幡多年金事務所または市民課年金係へご相談ください。

200円× 480月（40年）＝ 9万 6千円
（毎月の定額保険料（平成 31年度：1万 6,410 円）を 40年間納めた場合⇒ 78万 100円
※平成 31年度時点の金額）
なお、付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減額）はありません。

日本年金機構幡多年金事務所による 年 金 相 談
日  時

受 付 時 間

必要なもの

代 理 人の 場 合

5 月 21日（火）
10時 ～ 12時、13時 ～ 15時

●委任状
●委任者の本人確認できるもの
●代理人の本人確認できるもの

 問  市民課年金係　☎ 63-1112

●年金手帳や年金証書
●年金の手続きであれば送られてきた書類一式
●認め印　●本人確認ができるもの場  所

予  約

宿毛市役所 受  付 市民課年金係
8時 30分～

相談には予約が必要です。
ご予約はお早めに。 ※詳細については、予約の際にお尋ねください。

固定資産税　1 期
軽自動車税　全期

5
31

納 期 限 （金）
休日市税納付窓口開設日

月 日 場　所 開設時間
5 26（日） 市役所税務課   9：00 ～ 17：00

※お昼休みも納付できます。
夜間市税納付窓口開設日

月 日 場　所 開設時間

5 9（木） 市役所税務課 17：15 ～ 19：0023（木）
8・9・15・16・22・23
29・30

11・12・18・19・25・26

6月

5月高知けいば
パルス宿毛

〈HP〉http://www.keiba.or.jp
〈i-mode〉http://www.keiba.or.jp/i/
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年
金

¥

問  市民課保険係　☎ 63-1112

問 農業委員会事務局　☎ 63-1101

農業者年金の届出

第三者行為によるケガ・病気は届出が必要です

　農業者年金を受給されている方は、現況届を住所地の市役所にある農業委員会に必ず提出してください。

●現況届の用紙は、5月末ごろに直接受給権者ご本人宛に送付します。
●現況届は、受給権者ご本人が現況届に書名・記入して 6月中に農業委員会に提出してください。（提出締
切 6月 28日（金））

●現況届の提出がない時は、11月の支払いから現況届が提出されるまでの間、年金の支払いが差し止めら
れますのでご注意ください。

　国保加入者が第三者行為 (交通事故・スポーツ中の事故・暴力・けんか・飲食店などでの食中毒・他人の
ペットに噛まれたなど本人以外の第三者 (加害者 )の行為 )によってケガや病気をして医療機関を受診する
場合、医療機関の窓口に申し出るとともに、市民課保険係への届け出が義務付けられています。
　第三者行為でケガなどをした場合、これに伴う治療費は本来第三者が支払わなければなりません。しかし、
「国保加入者の治療を受ける権利」を保障するため、一時的に国保が治療費を立て替えます。届け出をいた
だくことで、国保が立て替えた治療費を第三者へ請求することになりますので、すみやかに届け出を行って
ください。
　ただし、第三者から治療費を受け取っている場合、国保を使用し診療を受けることができません。また、
示談が成立している場合、第三者に対して請求することができませんので、示談をする前に市民課保険係へ
ご相談ください。

必要な手続き

自損事故の場合

①交通事故の場合はすみやかに警察に届け出をし、「交通事故証明書」の交付申請を行ってください。
②市民課保険係へ届け出を行ってください（届け出様式は保険係窓口や宿毛市ホームページにも掲載して
います）。届け出の際は、事故発生日時や詳しい事故状況などをお聞きしますので、確認のうえご来庁く
ださい。※国保加入者に代わり保険会社が市役所への届け出を代行することもできます。
持参物 保険証・交通事故証明書（交通事故の場合）・認め印・自賠責保険や任意保険の加入先がわかるもの

相手のいない自損事故で医療機関を受診する場合も、市民課保険係への届け出が必要です。また、第三者
行為が疑われる診療について、市担当者から文書や電話で問い合わせを行う場合がありますので、ご協力
をお願いします。

福
祉
と
健
康

♥

有料広告
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~ 地域でみんなで介護予防 ~
「いきいき百歳体操」を始めてみませんか
　住民主体で５名以上集まり、週１回以上「いきいき百歳体操」を行う自主
グループに対し、体操支援を行っています。おもりを使い体操を週 1回以上
継続することで筋力がつき、日常の生活動作が楽にできるようになります。
週に 1～ 2回、集会所など、身近で誰でも気軽に行ける場所で行われています。
今年度も、次の条件を満たすグループを支援します。
●週 1回、もしくは週 2回実施ができる。
● 5名以上の参加者がいる。地区の誰でも参加ができる。
●体操を 3か月以上続けることができる。
　現在、44カ所で活動を行っています。集まることが生活の楽しみとなり、地域の交流を深めることに
もつながってきます。皆さんの地区でもぜひ体操を実施してみませんか。

宿毛市地域元気クラブ活動事業
 問  長寿政策課　☎ 63-9112

 問  長寿政策課　☎ 63-9112 ／宿毛市社会福祉協議会　☎ 65-7665

　高齢者が豊かな経験や知識・技能を生かし、地域における生きがい活動に参加することにより、社会的
孤立感の解消及び心身機能の維持向上を図ることを目的とし、食事を調理し提供する活動とともに、サー
クル・趣味活動や健康づくり活動などを行っている地域元気クラブを支援しています。
　平成 30年度は 26クラブ・504名が登録しています。
　新たに事業開始を検討されている地区や、利用者登録等詳細についてはお問い合わせください。
対象者  宿毛市在住のおおむね 65歳以上の方

〇二ノ宮地区の元気クラブを紹介します。
　二ノ宮地区では、四季折々の飾りつけ、季節に応じた料理を提供し、
毎月誕生月の方をお祝いしてお花をプレゼントするなど、「みんなが主
役」となって楽しんでいます。ご夫婦や、お友達同士誘い合って参加
しており、男性の参加者も多くとても賑やかです。松田川小学校の児
童や二ノ宮保育園の園児の訪問、各種講話などを取り入れて、毎回楽
しめるような工夫をしています。

お誕生おめでとう
（平成31年 3月受付分）

住　所

小筑紫町大海
樺
萩原
松田町
小深浦
幸町
高砂

赤ちゃん

岡
おかざき
崎　眞

ま お
大

　森
もり
　祐
たすく

川
かわ だ
田　栞

かんな
和

平
ひらおか
岡　和

かずひさ
久

久
く ぼ
保　秀

しゅうと
斗

竹
たけなか
中　葵

あおい

寺
てら だ
田　歩

ふ う
右

保護者

勝子
昌雄
匡一
洋助
順一
嗣人
拓磨

ご冥福をお祈りします
（平成31年 3月受付分）

住　所

桜町
山奈町山田
小筑紫町小筑紫

氏　名

鍵山　壽美
小島　花子
田中　恒子

※本コーナーの記事は、家族などからの申し込みにより掲載しています。
　（敬称略）　　

 問  市民課　☎ 63-1112

享　年

95
86
87

　今後も広報を活用して、地域元気クラブの紹介をしていきます。
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運動教室

特定保健指導ってどんなもの？

問   健康推進課　☎ 63-1113

問 健康推進課　☎  63-1113

 風しん対策事業
　平成 31年 4月から、令和 4年 3月 31日までの 3年間に限り、風しんの抗体検査および予防接種を公
費で受けられることとなりました。今年度の対象となる方には、4月中旬にクーポン券をお送りしています。
まずは、実施機関で抗体検査を受けていただき、検査の結果十分な量の抗体がない方のみ、定期予防接種
の対象となります。

問 健康推進課　☎  63-1113

平成 29年 4月から、生活習慣病予防の一環で運動習慣の定着を目標に、西町・宇須々
木地区（平成 29年度）さくらが丘・栄喜地区（平成 30年度）で運動教室（ウォーキング）
に取り組んでいます。
　参加者は特定健診の結果をよくするためや、友達と一緒に楽しみで参加する人と様々で
すが、住民の方同士、和気あいあいとした雰囲気で定期的にウォーキングに参加しています。
※地区で運動教室をしてみたい方は、お気軽にお問合せください。

特定健診を受けたすべての方に、健診結果と一緒に健康づくりに役立つ「情
報提供」が行われます。また、メタボリックシンドローム（メタボ）や生活
習慣病を発症する危険性がある方には、個別の指導が行われます。
　これを「特定保健指導」といい、対象になった方に、個別で案内をしています。
自分の健康を守るため、特定保健指導を受けましょう。

25

特
定
健
診
の
受
診

情
報
提
供全員

メタボの危険性が
ある方

メタボの危険性が
高い方

対象者

宿毛市に住民登録のある方で、昭和 47年 4月 2日
～昭和 54年 4月 1日生まれの男性（昭和 37年 4
月 2 日～昭和 47 年 4 月 1 日生まれの男性は、来
年度以降、順次クーポン券の対象となる予定です。
希望があれば今年度もクーポン券を発行できますの
で、健康推進課までご連絡ください。）
券有効期限

平成31年4月1日(月)～令和２年3月31日(火)

抗体検査実施機関

●宿毛市内各地区で実施する特定健康診査会場（国
民健康保険加入の方）
●職場（事業所）健診実施機関（社会保険加入の方。
事業者にお問い合わせください）
●全国の受託医療機関
自己負担額 無料
※転入等でクーポン券をお持ちでない方、紛失され
た方等は、健康推進課までご連絡ください。

特定保健指導
動機づけ支援

メタボリックシンドロームの危険性がある方に対して、専
門家による生活習慣改善の指導が行われます。

積極的支援
メタボリックシンドロームの危険性が高い方に対して、専
門家の指導の下 3か月以上の継続した支援が行われます。
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て

ひとり親家庭医療費助成制度

第 1回宿毛市子ども相談会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ほっと広場　東　に来てみませんか

 むし歯予防からはじまる健口生活講演会
－お口から始める健康づくり－

　ひとり親家庭の保護者と 18歳までの児童の医療費を助成します。（※児童とは 18歳に達する日以後最
初の 3月 31日までの間にある者です）対象は所得税非課税世帯で、税の確定する 6月に審査が必要とな
ります。ただし、税制改正により廃止された年少扶養・特定扶養控除上乗せ分があるものとして審査するた
め、実際の課税状況と審査結果が異なる場合があります。なお、この助成を受けるには、申請が必要です。
　5月は、ひとり親家庭医療費受給資格の更新月です。現在、助成を受けている受給対象者は、交付申請書
を忘れずに提出してください。現在、助成を受けている方には、4月下旬に届出用紙を送付しています。
受付期間 5 月 7日（火）～ 5月 31日（金）(土・日・祝日を除く )
受付場所 福祉事務所子育て推進係
持参物 対象者全員の健康保険証・認め印・ひとり親家庭医療費受給者証

　専門的知識および技術を必要とする子どもさんについて、その子どもさん自身の発達状況を保護者と関係
者が共有し、早期療育や育児支援を行い、心身の発達を促進するために、幡多児童相談所の協力を得て年 3
回実施しています。第 1回目を、次の日程で実施しますので、相談を希望する方は各学校及び保育園等ま
たは福祉事務所に相談してください。

　おやつづくりをしながらママさん同士でおしゃべりをしませんか。
　これからママになる方もぜひご参加ください。

　一生を自分の歯で食べ豊かに暮らせるかどうかは、乳幼児期の歯の状態が大きく
影響します。よく噛んでおいしく食べ、心と体に栄養を取りこんでいけるよう、歯
と口の健康づくりについて学んでみませんか。ぜひご参加ください。

※子どもさんと一緒に聴くこともできます。
※フッ素塗布や、歯科医師・歯科衛生士・管理栄養士による個別相談もあります。

問 福祉事務所　☎ 63-1114

問 各学校及び保育園等／福祉事務所　☎  63-1114 ／宿毛市家庭児童相談室　☎  63-1147

問 健康推進課　☎ 63-1113

問 健康推進課　☎ 63-1113

日  時 6 月 13日（木）　10時～ 11時 30分　　　 場  所 和田集会所
講  師 歯科医師　前田　恵美先生 （前田歯科矯正歯科）・管理栄養士　山﨑　久美子　（宿毛市健康推進課）
対象者 妊婦、乳児・幼児と保護者・祖父母
託児申込期限  6 月 6日（木）

日  時 5 月 31日（金）　10時～ 12時　　 申  込 必要　　 申込方法 電話
場  所 手代岡隣保館　　 対象者 妊婦・乳児・幼児と保護者

※おやつづくりの間、子どもたちは母子保健推進員がお世話します。
※材料の準備があるため、5月 23日（木）までにお申し込みください。

日  時 6 月 5日（水）　9時 30分～ 16時　 場  所 宿毛文教センター　 申込期限 5 月 27日（月）
予定人数  約３～４人程度（先着順）
※検査の都合上、ひとりにつき 1～ 2時間程度かかります。



27 広報すくも 2019.5

6 月の保健事業
 問  健康推進課  ☎ 63-1113

27 広報すくも 2019.5

3 歳児健康診査  対象児に個人通知します

乳児健康診査   対象児に個人通知します 赤ちゃん広場

母子保健

日 場　　所 受　付　時　間

5 水 宿毛文教センター 12：15 ～ 12：55

日 場　　所 受　付　時　間

15 土

咸陽小学校 8：00 ～ 9：00

宿毛警察署 9：20 ～ 10：00

高石集会所 10：15 ～ 10：25

和田集会所 10：40 ～ 11：10

押ノ川集会所 11：20 ～ 11：50

日 場　　所 受　付　時　間

26 水

二ノ宮集会所 8：00 ～ 8：40

川田工業所 9：10 ～ 9：50

手代岡隣保館下 10：00 ～ 10：20

貝礎改良住宅
第一団地隣保館側広場 10：40 ～ 11：00

正和隣保館 13：00 ～ 13：40

芳奈老人憩いの家 14：00 ～ 14：30

馬場住集会所 14：40 ～ 15：00

天神広場 15：10 ～ 15：20

日 場　　所 実　施　時　間

7 金 子育て世代包括支援センター 10：00 ～ 11：30

19 水 地域子育て支援センター 9：30 ～ 11：30

日 場　　所 受　付　時　間

21 金 宿毛市総合社会福祉センター 9：15 ～ 9：35

日 場　　所 肺がん検診および結核検診 胃がん検診（バリウム検査） 特定健康診査 /前立腺がん検診
/大腸がん検診

15 土 咸陽小学校 8 ： 00 ～ 9 ： 00 8 ： 00 ～ 9 ： 00 9 ： 00 ～ 10 ： 00

26 水
二ノ宮集会所 8 ： 00 ～ 8 ： 40 9 ： 00 ～ 10 ： 00

正和隣保館 13 ： 00 ～ 13 ： 40 13 ： 30 ～ 14 ： 30

【セット健診】特定健康診査及び各種がん検診

肺がん検診および結核検診

※各健診とも、単独での受診が可能です。

成人保健

●宿毛市健康推進課 健康指導係　☎ 63-1113
●高知県幡多福祉保健所健康障害課 精神保健福祉担当
　☎ 0880-34-5124（直通）  ☎ 0880-35-5979

●お酒の悩みごと相談 
　幡多断酒会  大江  拓　☎ 090 -1173 -4672

心の健康相談
保健師による電話・面接相談を随時お受けし、幡多福祉保健所では、内容により、精神科嘱託医の相談も行っています。

相 談 窓 口

　動物愛護の趣旨に基づき、不必要な繁殖および飼い主のいない猫の増加を抑え、殺処分を余儀なくされる不幸な猫をなく
すことと併せて、猫の糞尿などに対する公衆衛生の向上を目的に、飼い主のいないメス猫の不妊手術費用の一部を補助します。
申請期間  令和 2年 3月 13日（金）まで　　 補助金額  １匹につき 5千円
対象者  平成31年度高知県メス猫不妊手術推進事業の高知県飼い主のいない猫（メス）不妊手術等決定を受けられた方
対象猫  宿毛市内に生息する飼い主のいない猫（メス）
持参物  ●不妊手術等の領収書（※）  ●平成 31年度高知県飼い主のいない猫（メス）不妊手術等決定通知書（※）  ●認め印
※いずれも原本に限りますが、コピーした後、原本は返します。　

飼い主のいないメス猫の不妊手術費を一部助成します

 問  健康推進課　☎ 63-1113
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地域おこし協力隊通信
離島振興　白濱　武晴

　2016 年 4月より着任して 3年、4月 14日をもちまして、任期満
了し退任いたしました。
　この 3年間、本当に多くの人に支えられ過ごしてきました。こうし
て協力隊として活動出来たのも、ひとえに、受け入れ支えて下さった
鵜来島をはじめとする宿毛市の皆様、および関係の皆様のお力添えの
おかげです。貴重な時間と経験を本当にありがとうございました。

　集落活動センターのお手伝いや祭りなど各種イベントにも参加
させてもらい、活動を通して得られたこの経験は、私にとってな
によりの宝です。
　協力隊としての活動は終了となりますが、今後も鵜来島の島民
であったことを誇りとして、違った形で貢献できればと思います。
　最後になりましたが、3年間活動を見守っていただいたこと、
重ねて深くお礼申し上げます。本当にありがとうございました。

04
元　  5 　 7

東京 2020オリンピック・パラリンピック
宿毛市ホストタウン事業

　　　　  東京２０２０
オリンピック・
パラリンピック

HUP!HOLLAND HUP!
 我々宿毛市民は、オランダ応援団

オランダを応援する写真を大募集！
みんなでオレンジ色を身に着けて、オランダ応援写真を撮影しよう！
送っていただいた写真は、宿毛市ホームページで公開していきます。
また、一冊のアルバムにしてオランダ自転車代表チームにお届けします。
※応募いただいた写真は、広報すくもや Facebook、その他の広報媒体等
　各種オランダホストタウン事業で使用する場合があります。
応募方法 メール・郵送・持参のいずれか
メール：taiiku@city.sukumo.lg.jp
住　所：〒 788-0785  宿毛市山奈町芳奈 4024番地
　　　　宿毛市総合運動公園内  生涯学習課スポーツ振興室 
持参先：生涯学習課スポーツ振興室　または
　　　　宿毛市桜町 2番 1号  宿毛市役所本庁  企画課
注意事項 郵送や持参で提出いただいた写真の返却はできません。
募集写真 オランダ色を身につけている（または手に持っている）写真

募集写真例

問  総合運動公園　☎ 66-1467

オランダ代表チームの近況報告
平成 29年 11 月から 12月にかけて宿毛市を中心にトレーニングキャンプを行った
アンナ選手が平成 31年 3月 17 日から 24日に開催された世界最大のマウンテンバ
イクステージレース「アブサ・ケープ・エピック」に初参戦し、見事優勝を飾りました。
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5 月の行事予定

29 広報すくも 2019.5

日 曜 時　間 場　　所 問い合わせ先
9 木 夜間市税納付窓口開設日 17:15 市役所税務課 税務課　☎ 63-1115

11 土

子ども将棋教室 9:00 宿毛文教センター 中央公民館　☎ 63-2618

宿毛！！ワクワクたいけんひろば
10:00
13:00

正和児童館 手代岡児童館　☎ 66-0614

第 24 回宿毛カップ少年サッカー大会 5年（～ 12日） 10:00 宿毛市総合運動公園 宿毛 FC　☎ 090-9555-9669
園庭解放 10:00 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914

12  日 第４３回幡多地区春季卓球選手権大会 8:30 宿毛市総合運動公園 中村高等学校  ☎ 0880-34-2141
13 月 ふれあい保育 9:30 市内各保育園 各保育園

16 木 通学路安全の日 7:00 市内全域
青少年育成センター　
☎ 63-4197

17 金 ‐ひびきあう心とこころ‐第 6回絵手紙交流展（～ 19日） 10:00 宿毛まちのえき　林邸 西尾美早香　☎ 090-5915-0160

18 土

四季折々を体験しよう！「お茶会」 10:00 宿毛まちのえき　林邸
ワールドスマイル
☎ 090-5910-0989

こども食堂　ゆめ 12:00 宿毛まちのえき　林邸
こども食堂ゆめ
☎ 090-5146-7529

宿毛市・大月町中学校球技大会（サッカー・バレー） 9:00 宿毛市総合運動公園 総合運動公園　☎ 66-1467
宿毛市・大月町中学校球技大会（野球） 9:00 宿毛市野球場 総合運動公園　☎ 66-1467
宿毛市・大月町中学校球技大会（テニス） 9:00 平田公園 総合運動公園　☎ 66-1467
第２４回宿毛カップ少年サッカー大会 3年（～ 19日） 10:00 宿毛市総合運動公園 宿毛 FC　☎ 090-9555-9669

19  日 救命講習会 9:00 宿毛消防署 宿毛消防署　☎ 63-3111

20 月
あいさつ・声かけ運動 7:00 市内全域

青少年育成センター　
☎ 63-4197

育児相談 10:00 宿毛幼稚園 宿毛幼稚園　☎ 63-2914
宿毛文教センター殺虫消毒日 中央公民館　☎ 63-2618

21 火 出張年金相談（予約制）
10:00
13:00

市役所（市民課で受付）市民課　☎ 63-1112

22 水 ‐ひびきあう心とこころ‐第 6回絵手紙交流展（～ 23日） 10:00 沖の島開発総合センター 西尾美早香　☎ 090-5915-0160
23 木 夜間市税納付窓口開設日 17:15 市役所税務課 税務課　☎ 63-1115
24 金 直七産地化推進事業説明会 15:00 市役所　第三会議室 産業振興課　☎ 63-1117

25 土
高知県中学校通信陸上大会（幡多大会） 9:00 宿毛市総合運動公園

西部教育事務所
☎ 0880-35-5981

海辺のワイルドレストラン（～ 26日） 13:40 片島港（集合）
沖の島観光協会事務局
☎ 69-1001

26  日

宿毛市体協バドミントン大会 8:45 宿毛市総合運動公園 総合運動公園　☎ 66-1467
休日市税納付窓口開設日 9:00 市役所税務課 税務課　☎ 63-1115
梅狩り祭り 9:00 楠山公園 山里の家　☎ 64-7037
宿毛市クリーンデー 市内全域 環境課　☎ 63-1697
宿毛！！ワクワクたいけんひろば 10:00 正和児童館 手代岡児童館　☎ 66-0614

27 月 梅狩り 11:00 楠山公園 山里の家　☎ 64-7037
28 火 一日行政相談 13:00 宿毛文教センター 総務課　☎ 63-1111

29 水 ほっと広場＊西～母推（ぼすい）さんの事業～ 10:00 西町公会堂 健康推進課　☎ 63-1113
宿毛文教センター愛館日の清掃奉仕 8:30 中央公民館 中央公民館　☎ 63-2618

30 木 生きがい大学入学式 13:30 宿毛文教センター 長寿政策課　☎ 63-9112

31 金 ほっと広場＊東～母推（ぼすい）さんの事業～ 10:00 手代岡隣保館 健康推進課　☎ 63-1113
認知症予防教室 14:00 聖ヶ丘病院 聖ヶ丘病院　☎ 63-2146

「障害年金」申請サポート
はなちゃんクイズ！クイズに答えて、はなちゃん特製缶バッジゲット！

発表
発表は発送をもって代えさせていただきます。
（5名以上は抽選、発送は翌月 20日頃）

4 月号の正解
A: 大山　加奈

応募先
〒788-8686宿毛市桜町2-1宿毛市企画課「はなちゃんクイズ！」係
kikaku@city.sukumo.lg.jp

応募方法
はがきかメールに
①住所②氏名③電話番号④クイズの答え⑤『広報すくも』の感想を
書いて応募先までご送付ください。5月 15日（水）（消印有効）

Q：絵手紙交流展は第〇回目でしょう？

有料広告

障害年金は、病気やケガによって生活や仕事などが制限されたとき、一
定の要件を満たせば、現役世代の方も含めて申請できる国の年金です。

岡崎社会保険労務士事務所：四万十市下田 3979-4

申請対象例：うつ病、統合失調症、がん、認知症、心筋梗塞、糖尿病  など

申請代行・手続き相談を承ります
電話相談無料　☎ 0880-33-0703

ホームページ（障害年金申請）はこちら
https://www.okazaki-offi ce.jp/syogai.html

今月の「すくすくもっと」コーナーは、お休みします。6月号の応募締め切りは5月15日（水）です。詳しくは宿毛市ホームページを
ご覧ください。（http://www.city.sukumo.kochi.jp/docs-05/sukusuku.html）　 問  企画課広報統計係　☎ 63-1118
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人口　20,408（-103）男　9,606  （-58） 出生　13 転入　132
世帯　10,110（-4） 女　10,800（-77） 死亡　21 転出　227

広報すくもはお年寄り・障害者・外国の方にも
読みやすいUDフォントを使用しています

人のうごき（31.4.1現在）

宿毛市総合運動公園
総 合 運 動 公 園 全 施 設 利 用 休 止

5月27日（月）～6月4日（火）
※施設予約や問い合わせなどの窓口業務は通常通り行います。
 問  総合運動公園　☎ 66-1467

6月2日（日） ハーフ　　　9：30
クォーター　9：50
2km　　　10：00

み ん な で 大 会 を 盛 り 上 げ よ う ！
全国から 1,000 名を超えるランナーが宿毛の町を走り抜けま
す。沿道の皆さんの声援は選手にとって大きな励みとなりま
す。全国から集まるランナーに、景色とともに、皆さんの応
援で宿毛を楽しんでもらいましょう ! 応援する人、ボランティ
アで参加する人、ランナーとして参加する人、皆さんのご協
力をお願いします。
 問  宿毛マラソン実行委員会事務局　☎ 66-1467

コース進路
ハーフコース進路

クォーターコース進路
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